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序     文 
 

独立行政法人国際協力機構は、ウズベキスタン共和国と締結した討議議事録（R/D）に基づき、

2009年11月より3.5年間の予定で技術協力「水管理改善プロジェクト」を実施しています。 

今般、本プロジェクトの協力期間終了を約6カ月後に控え、協力期間中の活動実績等についてウ

ズベキスタン共和国側と合同で総合的な評価を行うとともに、今後の対応策等を協議するため、

2012年11月5日から11月24日まで、当機構 鈴木博を団長とする終了時評価調査団を現地に派遣し、

プロジェクト活動の評価を行いました。 

本報告書は、同調査団によるウズベキスタン政府関係者との協議及びレビュー結果等を取りま

とめたものであり、本プロジェクト並びに関連する国際協力の推進に活用されることを願うもの

です。 

最後に、本調査にご協力頂いた両国の関係者各位に対し、心からの感謝の意を表すとともに、

今後の更なるご支援をお願い申し上げます。 

 

平成24年12月 

 

独立行政法人国際協力機構 

農村開発部長 熊代 輝義 
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評価調査結果要約表（終了時評価） 
 

１．案件の概要 

国名：ウズベキスタン共和国 案件名：水管理改善プロジェクト 

分野：農林水産・畜産 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：農村開発部水田地帯第一課 協力金額（評価時点）：約3億円 

協力期間 （R/D）2009年8月 

2009年11月～2013年5月 

（3.5年間） 

先方関係機関：農業水資源省（MAWR） 

日本側協力機関：農林水産省 

他の関連協力：なし 

１－１ 協力の背景と概要 

ウズベキスタン共和国（以下、「ウズベキスタン」と記す）では、旧ソ連邦時代の1960年代

から1970年代に綿花生産を目的としてシルダリア川及びアムダリア川に沿って大規模な灌漑

開発が行われた。1991年の独立以降、ウズベキスタン国政府は農業改革を含む経済改革を緩や

かに進めてきており、旧ソ連邦時代の集団農場と国営農場は、集団組合農場（シルカット）に、

その後更に小規模農業経営体（フェルメル）に再編された。フェルメルは現在もウズベキスタ

ンの主要輸出産品である綿花（2003～2006年の平均で全輸出額の23％）、並びに主要食用作物

である小麦を生産し、ウズベキスタン経済のなかで大きな役割を担っている。 

それまで水管理を担っていたシルカットの解体後、フェルメルによる水管理の必要性が認識

され、自主的な水管理組織が形成されていったが、2001年1月に発令された大臣会議令「フェ

ルメルの圃場における水利組合（Water Users Association：WUA）の役割について」において

WUAの法的な位置づけが明確にされると、フェルメルを構成員とするWUAが徐々に設立され、

末端灌漑用水路の施設所有権及びその維持管理責任が国からWUAへ移管された。その一方で、

農業水資源省（Ministry of Agriculture and Water Resources：MAWR）は2003年にそれまでの行政

界（州）による灌漑管理体制を再編し、全国の灌漑システムを流域ごとに管理するため流域灌

漑システム管理局（Basin Irrigation System Management：BISM）を10カ所設置した。BISMとそ

の下部組織である灌漑システム管理事務所（Irrigation Systems Department：ISD）は、主水路及

びインターファーム水路を運営維持管理し、WUAに対する配水と技術支援を担っている。BISM

やISDは灌漑施設の運営・維持管理技術を十分に有しており、施設はおおむね良好に機能して

いるが、灌漑管理体制再編後、BISM及びISDのWUAに対する支援体制は整っておらず、WUA

が担う末端水路の水管理に大きな影響を与えている。WUAは、技術面においてBISMとISDから

の支援が不足しているために基礎的な水管理技術をもっておらず、全国に約1,700（2009年）あ

るWUAの大部分では、老朽化した配水路から漏水したり、取水ゲートがないまま土石を積み上

げて圃場への配水量を調整するなど、配水管理や末端灌漑用水路の維持管理・更新に問題が生

じている。その結果、灌漑用水の損失、一部圃場への過剰な配水、下流側の圃場での水不足、

排水不良による塩害の進行などにより、灌漑面積が減少（2003年379万haから2007年356万haへ

漸減）し、農業生産の減退を引き起こしている。 

このようなWUAが管理する灌漑施設の深刻な状況に対して、ウズベキスタン国政府は、シル

ダリア川流域沿いの、綿花・小麦の主要生産地帯である一方で灌漑施設の維持管理に問題があ



 

 

り、塩害の被害も見られるシルダリア州、ジザク州、及び両州と同一の流域系統であるチルチ

ック川流域に位置するタシケント州を対象地域として、BISM及びISDによるWUAへの支援体制

の強化を通じて、WUAによる灌漑用水管理を改善することを目的とし、本技術協力プロジェク

トの実施を2007年にわが国に要請した。 

JICAは、2009年3～4月に詳細計画策定調査を実施し、2009年8月に討議議事録（Record of 

Discussions：R/D）に署名、2009年11月から2013年5月までの43カ月間の計画でプロジェクトを

開始した。 

本プロジェクトは、現在、3名の長期専門家（チーフアドバイザー/水利組合強化、灌漑施設

維持管理、業務調整/研修計画）を派遣中であり、3州のBISMとISD職員や対象6パイロットWCA

（WUA）1の職員らを対象に、組合組織の強化や配水や施設維持管理に係る技術の研修を行って

いる。 

2011年9月には中間レビューを実施し、評価5項目の観点からプロジェクトの評価を行うとと

もに、プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）の改訂及びその

後のプロジェクト実施に関して提言を行った。本終了時評価調査は、2013年5月のプロジェク

ト終了を控え、プロジェクト活動の実績、成果について評価を行うとともに、先方政府に対し

今後の事業実施に関する提言を行い、今後の類似プロジェクト実施にあたっての教訓を導くこ

とを目的とする。 

 

１－２ 協力内容 

（1）プロジェクト概要： 

本プロジェクトは、対象地域のパイロットWCAを対象として、管轄のBISM及びISDの職

員が配水管理、施設維持管理に関する知識・技術の普及を行うことにより、パイロットWCA

の水管理能力の向上を図るものである。 

 

（2）上位目標 

プロジェクトが対象とするBISMの管轄地域において、WCAによる水管理が改善する。 

 

（3）プロジェクト目標 

パイロットWCAにおいて水管理が改善する。 

 

（4）成 果 

1. BISM及びISDのWCAに対する研修実施体制が強化される。 

2. BISM及びISDの支援により、配水のための計画立案及び施設操作に係るパイロットWCA

スタッフの能力が向上する。 

3. BISM及びISDの支援により、灌漑・排水施設の維持管理に係るパイロットWCAスタッフの

能力が向上する。 

                                                        
1 水法の改正によって、これまで地方政府登録の任意団体であった水利組合（WUA）が「水消費者組合（Water Consumers 

Association：WCA）」として司法省登録の法人となった。 

 



 

 

（5）プロジェクト対象地域 

タシケント（Tashkent）州、シルダリア（Sirdarya）州、ジザク（Djizak）州 

 

（6）現地実施体制 

中央レベル： 

プロジェクトダイレクター：農業水資源省水資源総局副局長 

プロジェクトマネジャー：同水資源総局配水・節水技術部副部長 

地方レベル： 

チルチック・アハンガラン（Chirchik-Ohangaran）流域灌漑システム管理局（BISM）（タ

シケント州） 

下シルダリア（Lower Syrdarya）BISM（シルダリア州、ジザク州） 

BISM下の灌漑システム管理事務所（ISD）（各州1事務所が対象） 

関係機関： 

中央アジア灌漑科学研究所（SANIIRI） 

 

（7）投入（評価時点） 

日本側：総投入額3億円 

専門家派遣：長期延べ4名、短期延べ6名 

研修員受入れ（本邦）：6名 

供与機材：0.7億円 

ローカルコスト負担：1.1億円 

相手国側： 

カウンターパート配置：10名 

土地・施設提供：MAWR関連機関（水計画研究所）内のプロジェクト執務室、付帯資機

材及び電気・水道設備、各パイロットWCAの事務所及び付帯施設 

ローカルコスト負担：0.07億円（1億6,182万5,000ウズベキタン・スム） 

 
 

２．評価調査団の概要 

調査者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本側： 

鈴木 博 総括/灌漑施設維持管理 JICA農村開発部 技術審議役 

渡邊 雅彦 水利組合強化 農林水産省農村振興局 整備部設計課 

海外土地改良技術室 課長補佐（海外企

画班） 

板垣 啓子 評価分析 グローバルリンクマネージメント株式

会社 

金子 健二 計画管理 JICA農村開発部 水田地帯第一課 企

画役 

 

 



 

 

 ウズベキスタン側： 

Mr. Ikrom ERGASHEV 
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PALUASHOVA 
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ム技術状況
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Mr. Shuhrat HAIDAROV

 

財務状況 

 

Research Institute of Irrigation and Water 

Problem 

Mr. Sanjar KAMBAROV

 

配水計画 
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調査期間 2012年11月5日～2012年11月24日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（1）成果1 

研修実施に関しては成果指標が達成されているが、BISM、ISD職員の研修実施能力はい

まだ十分とはいえない。4研修モジュールが開発され、11種類の研修教材・マニュアルが作

成された。BISM及びISD職員7名がプロジェクトによる講師研修（Training of Trainers：TOT）

を受講し、WCA向けの研修指導にあたっているが、プロジェクト期間中の指導経験が限ら

れているため、更なる能力強化が必要である。WCA向け研修はこれまでに150回実施され、

パイロットWCA職員延べ465名が研修を受講した。 

 

（2）成果2 

本成果は達成されている。配水計画に関する研修はこれまでに143回実施され、パイロッ

トWCA職員延べ393名（1WCA当たり延べ65名）が研修を受講した。6カ所のパイロットWCA

において、地区内に選定されたモデル地区のブロック単位の配水計画が策定され、実際の

配水状況の記録が整備されている。 

 

（3）成果3 

研修実施については成果指標が達成されているが、実際の維持管理計画の策定・実施状

況は不十分である。灌漑・排水施設の維持管理に関する研修はこれまでに115回実施され、

パイロットWCA役職員延べ382名（1WCA当たり延べ63名）が研修を受講した。6カ所のう

ち5カ所のパイロットWCAで合計27水路の維持管理計画が策定されたが、維持管理作業が完

了したのは9水路のみで、8水路が一部実施、10水路では計画された維持管理作業が実施さ

れなかった。 

 

（4）プロジェクト目標 

プロジェクト目標の達成は部分的なものにとどまると判断された。パイロットWCAの水

管理改善の達成状況を測るために設定された5つの指標のうち、組合員の評価と組合活動へ

の参加、未灌漑面積の減少という3指標は達成されたが、水利費徴収率と配水計画に基づく

灌漑面積に関する2指標が未達成であった。このことは主として、施設改修工事の遅れのた



 

 

めに一部のWCAで策定された配水計画が実施できなかったことと施設の修復維持管理面で

の成果達成の不足に起因するものと考えられる。 

 

３－２ 評価結果の要約 

（1）妥当性：高い 

ウズベキスタン国政府の開発計画（Welfare Improvement Strategy：WIS）の方向性及び灌

漑開発計画の重点分野に変更はなく、本プロジェクトの内容は日本の協力政策にも沿って

いることが確認された。また、水管理改善を通じて配水不全が解消され生産が増加したこ

とに対するWCAからの評価は高く、本プロジェクトは受益者ニーズに対する適切な対応で

あったといえる。以上のことから、本プロジェクトの妥当性は高いと評価された。 

 

（2）有効性：中程度 

本プロジェクトは、パイロットWCAによる水管理の改善を目標とするものであり、責任

機関であるBISM及びISDの研修体制の整備、パイロットWCAレベルでの配水管理能力及び

施設維持管理能力の向上という成果から上記プロジェクト目標に至る論理性は確保されて

いる。しかし、5つのプロジェクト目標達成指標のうち、水利費徴収率と配水計画に基づく

灌漑面積という2指標が未達成であることから、水管理改善が確立したとはいえず、プロジ

ェクト実施の有効性は当初想定を下回ると判断された。 

 

（3）効率性：中程度 

専門家及びカウンターパート（Counterpart Personnel：C/P）の配置、機材供与やプロジェ

クト運営経費負担等、日本側・ウズベキスタン側双方の投入は質・量ともに過不足のない

ものであり、円滑な活動実施と成果の達成に結びついているが、活動の前提であった改修

工事の終了後に水路フリューム2再交換の必要性が生じたことから、活動の一部に1年以上の

遅れが発生し、プロジェクトの効率性が阻害された。 

 

（4）インパクト：正・大 

パイロットWCAにおける水利費徴収率の増加傾向に基づく試算からみる限りは、対象地

域のWCAの水利費徴収率を指標とする上位目標の達成にも一定の見込みが期待できる。な

お、配水改善がもたらされたことにより、生産増加、塩害軽減などの効果が報告され、そ

れらによる農家及びWCAの収益向上がもたらされたほか、組合員からの信頼の向上、地方

行政との関係改善など、間接的にも正のインパクトが確認された。さらに、フリュームの

簡易補修工法などが周辺地域のWCAに波及していることも報告された。よって、本プロジ

ェクトにより大きな正のインパクトが発現することが期待される。なお、プロジェクト実

施による負のインパクトは確認・報告されていない。 

 

                                                        
2 開水路に用いる鉄筋コンクリート二次製品のうち、比較的小口径で側壁や底盤が一体のもの〔ウズベキスタンでは旧ソ連邦

時代に規格が統一され、V字型（底部は緩曲）の独特の形状となっている〕。 

 



 

 

（5）持続性：中程度 

ウズベキスタン国政府の水管理改善に係る政策的方向性の継続性は高いが、研修講師と

して育成されたBISM及びISD職員の組織的な位置づけ、WCA支援の計画及び財政確保の見

通し、またWCAの財務面での脆弱性、透明性確保に関する課題など、組織・財政面での持

続性には留保がある。技術面では、研修講師の指導経験が限られていること、また、パイ

ロットWCAレベルでも、水路の継ぎ目補修工法など単体技術については継続・波及の可能

性が高い一方、配水計画、維持管理計画の策定・実施監理の実践経験が限られている点が

指摘されている。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 

本プロジェクトにおいては、①まず専門家が第一バッチのパイロットWCAに対して講師

研修（TOT）を実施し、②TOT研修を受けたC/Pが開発された技術や作成された教材を利用

して、主体的に第二バッチのWCAに対する研修を実施している。このように、まず専門家

の主導によって研修体制を整備し、第一バッチのWCAに対する研修を通じて講師を育成し、

彼らが主体的にプロジェクトのプロダクトである技術や教材を普及することによって成果

の面的拡大を図るという段階的アプローチは、プロジェクト目標の達成促進及び持続性の

確保に有益な効果を発揮している。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

本プロジェクト、特に後半の活動においては、各州BISM、ISDから選定され、プロジェ

クトによるTOTを受講した研修講師が、パイロットWCAに対する研修及び現場指導等にあ

たった。研修講師としての役割は、各所属先における本来業務への追加業務であったが、

彼らのプロジェクト活動への参加に際して、各BISM、ISDから業務スケジュール調整など

に関する便宜が図られたことにより、研修体制の整備、WCAへの技術指導に係る活動の円

滑な実施が可能となり、成果達成に貢献した。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画内容に関すること 

該当なし 

 

（2）実施プロセスに関すること 

水路改修工事に際してフリュームの品質に問題が発生し、一部のパイロットWCAにおい

ては本調査時点まで交換工事が終了していなかった。本工事は、WCAによる水管理活動実

施の前提であったため、計画されていた活動の一部に看過できない遅れが発生し、成果の

達成にも負の影響を及ぼした。 

 

３－５ 結 論 

本プロジェクトの妥当性は高く、活動実施による正のインパクトが確認されたが、有効性、



 

 

効率性及び持続性については当初想定を下回る結果となった。活動の前提であった改修工事の

遅れによる活動の遅延と、一部の成果の達成度に不足がみられ、プロジェクト目標の達成指標

についても一部が未達成であることから、協力期間内でのプロジェクト目標の達成見込みには

留保が認められた。よって、プロジェクト目標達成のためには、協力期間の延長と追加的投入

について検討する必要性が高いと結論する。 

 

３－６ 提 言 

（1）上位目標達成に向けた努力の必要性 

MAWR、BISM及びISDに対しては、プロジェクト成果を対象地域内に波及するための努

力が求められている。独自予算による投入規模にかんがみ、当面は既存の事業においてプ

ロジェクトが開発した研修モジュールの活用を中心とした普及を行い、施設改修等、物理

的投入を伴う事業に際しては対象WCAに対し、研修や配水・維持管理計画策定指導を導入

するなど、戦略的に普及に取り組むことが肝要である。 

 

（2）水管理技術の効果に係る客観的な検証 

プロジェクトの実施を通じ、水管理が改善され、農業生産の増加や塩害軽減効果がもた

らされたことが報告された。これらの具体的な効果について、単なる受益者の感想でなく、

客観的なデータによる検証を行うことは、MAWRが今後、灌漑排水施設開発・改修、水管

理改善に係る政策・事業を検討・立案していくうえで有益であると思われる。 

 

（3）水利施設診断及び施設維持管理技術の開発及び標準化 

WCAによる水利施設の適正な維持管理を促進するため、MAWRが現地ニーズを踏まえた

水利施設の維持補修や資機材に関する技術開発及び施設改修実施の必要性を判断するため

の水利施設診断技術の標準化に取り組むことが望まれる。また、開発した技術の確実性・

実用性確保のためには、研究機関の連携と、技術のユーザーであるWCA等の技術開発過程

への参画が重要である。 

 

３－７ 教 訓 

（1）水利組合の総合的な組織能力の強化 

本プロジェクトはパイロットWCAによる技術的な水管理改善能力の強化を主たる目的と

し、WCA職員を主たる対象として直接的支援を行ってきたが、供与機材の管理等、組織的

な透明性確保には課題も散見される。将来的なWCA支援に関しては、職員の技術的能力向

上のみならず、理事会等の組織管理責任についても総合的に強化を図るための協力内容を

含めることが重要であると考えられる。 

 

（2）モデルインフラ建設を含むプロジェクトの計画立案 

本プロジェクトでは全対象WCAにおいて施設改修工事が計画されており、さらに建設上

の問題による遅延が発生したことによって、プロジェクト関係者に多大な時間・労力の負

担がもたらされた。モデルインフラ建設を伴うプロジェクトの計画立案に際しては、人的



 

 

布陣にかんがみ、投入規模やサイト数、不測の事態への対応について慎重に検討すること

が重要である。 

 

（3）実施機関地方関係者間のネットワークの強化 

本プロジェクトでは、MAWR本省からBISM、ISDへの行政的チャネルを通じた運営管理

に加え、各地のBISM、ISDとの間に密接なネットワークを構築したことにより、各地での

活動の円滑化が図られた。地方に複数の活動拠点を有するプロジェクトの場合、中央の公

的な指揮系統に加え、地方の関係者間のネットワークを強化することは、効率的・効果的

な運営管理に資するものである。 

 

（4）広域協力の重要性 

本プロジェクトにおいて、建設資材の品質に関する問題に際して国内の技術リソースで

対応が困難な状況に直面した。一方で、本技術協力を通じ、水路補修工法や流量観測など

水管理改善を促進するうえで有益な技術が紹介されている。中央アジア・コーカサス地域

に共通の社会・制度的背景にかんがみ、近隣国間での技術交流の促進を図ることは、類似

の技術的問題に対する解決に資するものであり、当地域で実施される技術協力プロジェク

トにおいて広域協力を促進していくことは有意義であると思われる。 

 

 



Summary of the Results of Evaluation Study 
1. Outline of the Project 

Country: Uzbekistan 
Project Title:  

The Project for Water Management Improvement 

Issues/Sector: Rural Development Cooperation Scheme: Technical Cooperation Project 

Division in Charge:  

Rural Development Department 
Total Cost：300 million Yen 

Period of 

Cooperation 

November 2009 –May 2013 

(3.5 years) 

Partner Country’s Implementing Organization: 

Ministry of Agriculture and Water Resources (MAWR) 

Supporting Organizations in Japan: 

Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries 

Related Cooperation:  N/A 

1-1 Background of the Project 

In the Republic of Uzbekistan, efforts have been made on rehabilitation and repair of most of the 

country’s I & D (I&D) infrastructures that were developed in the 1970’s. However, the on-farm irrigation 

facilities have now nearly reached the end of their useful life. Deterioration has accelerated since 

independence due to large transfers of the agriculture sector and limited allocation of national budget to 

operation, maintenance (O&M) and rehabilitation, while water users have virtually little participation in 

managing I&D systems. At present, the O&M of I&D system is not at the sufficient standards, leading to 

the excessive water losses, low irrigation efficiencies, water logging, widespread of soil salinization, and 

declining crop yields. The deterioration/ losses of the resource base for agricultural production are 

estimated to cost the country about $1.0 billion annually in economic prices. 

Recognizing needs for effective management of water resources, Water Users Associations (WUAs) 

were established, which has recently been renamed as Water Consumers Associations (WCAs). WCAs 

play an important role of water management at on-farm level, however, there are still many constraints 

due to deterioration of irrigation facilities, lacking capabilities of WCAs on water distribution and canal 

maintenance, insufficient technical support system and others.  

In order to improve the deficient situations, the Government of Uzbekistan (GoU) submitted requests 

of two assistance projects to the Government of Japan (GoJ) in July 2007, i.e. a technical cooperation 

project and a grant aid project. The GoJ has, however, approved only the technical cooperation project. 

The GoU has accepted sole implementation of the technical cooperation project without the grant aid, 

and the Record of Discussions (R/D) was signed in August 2009. The technical cooperation project, 

entitled as the Project for Water Management Improvement (hereinafter referred to as “the Project”), has 

then commenced in November 2009.  

At about 10 months from the commencement, a consultation mission was dispatched by JICA in 

September 2010 to discuss the measures to improve the Project implementation. In addition, the 

mid-term review was conducted by the joint team from September 7th to 27th, 2011 for the purpose of 

finding the degree on achievement based on the PDM (Project Design Matrix) and PO (Plan of 

Operations) and evaluating comprehensively with five evaluation criteria. 

 

1-2 Project Overview 

The Project is aiming at improving water management by the pilot WUAs in the target areas through 

improvement of training system within the Basin Irrigation System Management (BISM) and the 



Irrigation Systems Department in the respective areas through which appropriate technologies for water 

distribution and maintenance of irrigation and drainage facilities are disseminated to the pilot WUAs. 

 

1-2-1 Overall Goal: Water management conducted by WUAs in Chirchik-Ohangaran (Basin Irrigation System 

Management: BISM) and Lower Syrdarya BISM is improved. 

 

1-2-2 Project Purpose: Water management conducted by pilot WUAs is improved.  

 

1-2-3 Outputs  

1. Training system for WUAs is strengthened.  

2. Capacity of pilot WUA staff for water distribution is improved. 

3. Capacity of pilot WUA staff for maintenance of I & D systems is improved. 

 

1-2-4Target Areas:  

Tashkent Region (under Chirchik-Ohangaran Basin Irrigation System Management, hereinafter 

referred to as “BISM”) 

Syrdarya Region (under Lower Syrdarya BISM) 

Djizak Region (under Lower Syrdarya BISM) 

 

1-2-5 Implementing Agency: Ministry of Agriculture and Water Resource (MAWR) 

 

1-2-6 Inputs 

Japanese Side: 300 million Yen 

Long-term Experts: 4           Equipment:  70 million Yen 

Short-term Experts: 6           Local Operation Cost  110 million Yen 

Training of Counterpart personnel in Japan: 6 

Uzbek Side 

Counterpart personnel:10     Operation Cost: 7 million Yen (161,825,000.00 Uzbek Som) 

Office and facilities at Project Office at Tashkent and offices and facilities for pilot WCAs 

 

2. Evaluation Team 

<Japanese Members> 

 Name Assignment Designation/Organization 

1 
Mr. Hiroshi 
SUZUKI 

- Team Leader/ Operation & 
Management of Irrigation Systems 

Executive Technical Advisor to the Director General, 
Rural Development Department, JICA  

2 
Mr. Masahiko 
WATANABE 

-Strengthening of WUA 

Deputy Director,  
Overseas Land Improvement Cooperation Office,  
Rural Development Bureau,  
Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries, 

3 
Mr. Kenji 
KANEKO 

- Planning Management 
Advisor, Paddy Field Based Farming Area Division 1, 
Rural Development Department, JICA 

4 
Ms. Keiko 
ITAGAKI 

- Evaluation & Analysis 
Researcher,  
Global Link Management, Inc. 

 
 
 



<Uzbek Members> 

 Name Assignment Designation/Organization 

1 
Mr. Ikrom 
ERGASHEV 

- Team Leader 
Researcher, Department of I & D Systems Operations, Research 
Institute of Irrigation and Water Problem 

2 
Ms. Gavhar 
PALUASHOVA 

Technical Conditions of 
Irrigation Systems 

Senior researcher, Laboratory of Soil Studies and Leaching, Research 
Institute of Irrigation and Water Problem 

3 
Mr Shuhrat 
HAIDAROV 

Financial Conditions 
Engineer, Laboratory of Operations of Hydro-Meliorative Systems, 
Research Institute of Irrigation and Water Problem 

4 
Mr. Sanjar 
KAMBAROV  

Water Distribution 
Planning 

Engineer, Laboratory of Operations of Hydro-Meliorative Systems, 
Research Institute of Irrigation and Water Problem 

 

Period of Evaluation :5 – 24 November 2012 Type of Evaluation: Terminal Evaluation 

3. Results of Evaluation  

3-1 Achievement of the Project 

3-1-1 Achievement of Outputs 

(1) Output 1 

Although the indicators on the training have been achieved, capacities of BISM and ISD staff have not yet 

been satisfactory. The Project has developed training modules for improvement of technical and 

managerial skills of WCAs with 7 textbooks and 3 additional manuals as well as some audio-visual 

materials. 7 trainers composed of BISM and ISD staff have gone through the TOT and taken part in the 

training activities, but there seem to be a certain room for further enhancement of teaching capacities of 

these trainers. The Project has so far conducted 194 training sessions i.e. attended by a cumulative total of 

570 staff of the pilot WCAs. 

(2) Output 2 

This output has been achieved. 143 training sessions were conducted on water distribution, which were 

attended by a total of 393 staff of the pilot WCAs, with 65 participants per WCA on average. All pilot 

WCAs have formulated the water distribution plans for model areas, based on which water volume have 

regularly been monitored. As the data gathered by pilot WCAs have not yet been kept in proper forms of 

distribution records. The Project is currently training the WCAs so that they would be able to maintain the 

proper distribution records for coming cropping season. 

(3) Output 3 

The indicators on the training have been achieved, but the actual formulation and implementation of 

maintenance plans were not done as expected. 115 training sessions were on the maintenance of I & D 

systems, which were attended by a total of 382 staff of the pilot WCAs, with 63 participants per WCA on 

average. In 5 out of 6 pilot WCAs, maintenance plans were formulated for a total of 27 canals and records 

of maintenance and repair works were properly kept, but there has only been 9 canals where the plans 

were completed, while the planed works were partially implemented in 8 canals, and the plans were not 

implemented in 10 canals.  

 

3-1-3 Achievement of the Project Purpose 

It was assessed that the Project purpose has still been partially achieved. The Project has achieved the 

targets of 3 out of 5 indicators to measure the achievement of Project purpose, namely, recognition of 

WCA’s capacity improvement by the members, participation of the members in the WCA’s activities, and 

the decrease of non-irrigated area.  However, the indicators on the collection rate of water and other 

service fees as well as on the implementation of water distribution could not fully reach the targets. This 



may be attributed to the delay of canal rehabilitation that hampered the implementation of water 

distribution plans in some WCAs as well as the delays in terms of maintenance of I& D facilities. Thus it 

is considered that the Project purpose would be achieved only after overcoming those remaining 

challenges. 

 

3-2 Summary of Evaluation by Five Criteria 

3-2-1 Relevance: High 

The Project is still consistent with the priorities in the Welfare Improvement Strategy as well as in the 

upcoming sector plans by MAWR which follows the direction of foregoing National Drainage Plan 

(NDP) in providing supports to improve water management. The Project is also in line with the ODA 

policies of GoJ for Uzbekistan, with strong emphasis on agricultural and rural development.  As the 

WCA officials and members appreciated the improvement of water management that has brought about 

the increased production, the activities of the Project were evaluated as proper response to the needs of 

the beneficiaries.  

 

3-2-2 Effectiveness: Moderate 

The Project purpose is the improvement of water management activities conducted by the pilot WCAs. 

There is a logical sequence between the Project purpose and the outputs of the Project, i.e. improvement 

of training system of BISM and ISD and enhancement of WCAs’ capacities on water distribution and 

maintenance of irrigation and drainage facilities. As out of the five (5) indicators to measure the 

achievement of the Project purpose, two indicators, i.e. collection of irrigation and other service fees and 

land area irrigated according to water distribution plans, were not achieved. Thus the overall assessment 

implies that actual water management activities by the pilot WCAs should further be improved. As there 

still seem to be some rooms for further reinforcement in terms of the output achievements as well, the 

effectiveness of the Project is considered to be moderate. 

 

3-2-3 Efficiency: Moderate 

The inputs by both Japanese and Uzbek sides were generally considered to be adequate and sufficient in 

terms of the volume as well as of the quality to conduct the planned activities and thus to produce the 

intended outputs, except for the problems of flume procurement for canal rehabilitation that caused delay 

of some activities for more than one year.  Since the adverse effects of that problem were not negligible, 

the efficiency of the Project is assessed as moderate. 

 

3-2-4 Impacts: High positive impacts 

Based on a rough trial estimation of the future performance of the pilot WCAs, there seems to be a 

possible scope for the achievement of the overall goal, once the Project purpose would properly be 

achieved. There have been positive impacts from the Project on the agricultural production and economic 

conditions of the farmer beneficiaries, as well as the reduction of salinity problems. There have been 

positive changes in terms of organizational and financial aspects of the pilot WCAs. Social changes were 

also noted by the beneficiaries such as increased trust to WCAs from the members, closer relationship 

with ISD officials, and favorable recognition by as well as increased supports from local authorities such 

as khokimiyat. Spontaneous diffusion of technologies such as flume repair to other WCAs in the vicinity 

was also reported. Thus high positive impact is expected from the Project, while there has not been any 

negative impact of the Project reported or observed by the time of the Evaluation. 

 



3-2-5 Sustainability: Moderate 

(1) Policy and Institutional Sustainability:  

The improvement of water management has been one of the most pressing needs that are emphasized in 

the current policies and programs of GoU, and the newly drafted five year program of MAWR is to further 

enhance amelioration, water resource management and development of water saving technologies. BISM 

and ISD are the due government functionaries i.e. responsible for water management and there have 

already been established channels among BISM, ISD and WCAs, which would quite likely continue to be 

functional after the completion of the Project. Therefore, the policy and institutional sustainability is 

assessed as fairly high.  

(2) Organizational and Financial Sustainability 

Although the Project has been implemented in line with the existing organizational structures and 

mandates of the BISM and ISD, continuous services of trainers are not secured with any legitimacy. The 

limited number of trainers against large coverage may be another constraint. As the financial resources of 

BISM and ISD are limited, supports to be rendered to WCAs after the Project completion would be of 

much smaller scale, which cast some questions on the sustainability for the part of the implementing 

agencies. As for the pilot WCAs, it should be noted that the increased income are derived not only from 

the collection of fees but from the business operation of machineries such as excavators. They have set 

aside a portion of business income to secure funds for maintenance of the machinery, but depreciation is 

not considered. It would be necessary for them to further scrutinize the financial mechanism so as to avail 

sufficient fund to conduct sound water management activities on a transparent and sustainable basis. 

(3) Technical Sustainability 

The Project has trained the BISM and ISD officers to serve as the trainers who conduct training for the 

WCAs.  However, some of the trainers still need support from expert team, and they should further 

accumulate experiences in teaching the modules and in providing field guidance so as to sufficiently and 

independently serve as trainers in the future course of dissemination. Although the pilot WCA officials are 

confident to continuously apply concrete techniques such as flume joint minor repair, most of them still 

need supports for planning exercises, such as block demarcations and formulation of water distribution 

plan. Thus the level of technical sustainability among the WCAs has not yet been satisfactory enough  

 

3-3 Factors that Promoted Realization of Effects 

(1) Factors concerning the Planning:  

Although the Project is aiming to improve water management in six (6) pilot WCAs, it also establish the 

training system to ensure future dissemination. The Project was designed first to train BISM and ISD 

officers as trainers, who are to train WCA officers to conduct proper water distribution as well as to 

implement adequate maintenance of irrigation and drainage system. Three outputs are to be achieved in a 

step-by-step and mutually interlinked manner, which have been assessed as effective and contributing to 

the achievement of the Project purpose and sustainability of the Project.  

(2) Factors Concerning the Implementation Process 

Although the trainers are the officers of BISM and ISD who have regular assignments in their respective 

offices and the Project activities are the addition to those routine activities, the trainers have duly 

participated in most of the essential TOT processes.  It should be noted as one of the  promoting factors 

that not only the head management of MAWR but also directors of respective BISM and ISD have fully 

understood the framework and activities of the Project and have taken necessary actions to ensure the 

participation of these trainers in the Project activities and thus to improve the capacities of the WCAs.  

 



3-4 Factors that Inhibited Realization of Effects 

(1) Factors concerning the Planning: N/A 

(2) Factors Concerning the Implementation Process 

There has been a procurement problem related to the flume1 rehabilitation, which was the very 

preliminary arrangement to be completed before any water management activities would take place. 

Many of the flumes were found to be of inadequate qualities and not serving the purpose after the 

installation was completed, but the supplier could not immediately provide the replacement. As the 

results, the replacement work has been continued even by the time of the evaluation. This problem has 

caused considerable delay in the progress of planned activities of the Project, thus the levels of 

achievement of some outputs were adversely affected. 

 

3-5 Conclusion 

It was evaluated that the relevance of the Project is high and that there has been positive impacts derived 

from the Project activities.  However, the effectiveness, efficiency and sustainability could not reach to 

the satisfactory level.  There were some unprecedented problems regarding the rehabilitation of 

irrigation facilities which was the very preliminary conditions for the Project activities, thus some of the 

expected outputs have not yet been achieved. The Project purpose may not fully be achieved within the 

scheduled cooperation period. Thus, it is necessary to examine the possibility of extending the 

cooperation period and/or providing additional inputs for the due attainment of the Project purpose.  

 

3-6 Recommendations  

(1) Efforts to ensure the attainment of the overall goal  

In order to achieve the overall goal of the Project, it is required to extensively and systematically 

disseminate the techniques of water management by WCA to other WCAs in the target areas. As the GoU 

may not be able provide as large physical inputs as the Project did, major means of dissemination would 

be the utilization of the training modules developed by the Project in any training organized by BISM and 

ISD. More officers of BISM and ISD should be trained as the trainers who can conduct training sessions 

and properly guide the field activities by WCAs. It may also be effective to strategically focus on any 

particular WCAs when there would be large intervention with physical inputs such as rehabilitation / 

development of I & D facilities, machineries, and so forth.  

 

(2) Objective analysis on the effectiveness of Project interventions 

It has been pointed out that the improved water management contributes not only to increase agricultural 

production but also to reduce soil salinity. The WCA officials have also stressed the effects of improved 

water management, which they felt in their real farming practices. It would thus be worthy for the MAWR 

to conduct any study to objectively analyze the actual effects of water management improvement, based 

on the accurate data from the field. They would serve as rationale and firm basis for justification of any 

future policies and programs of the GoU in the sectors related to water resources and amelioration.  

 

(3) Development of technologies for facility diagnosis and better maintenance of I & D facilities 

Through the Project implementation, capacities of the pilot WCAs to maintain their I & D system have 

been improved. To promote proper maintenance of I & D facilities by WCAs on a long term perspective, 

                                                  
1 Ready-made reinforced concrete materials for composing small size open canal, which is unified side wall and bottom part. 

 



it would be necessary for the MAWR to develop and standardize adequate technologies of maintenance 

and diagnosis of facilities suitable to the local conditions, which would provide sound basis for judgment 

on the necessity of development, repair and maintenance of the facilities.  It is also essential to involve 

not only the research institutions but also the end users of the developed technologies such as WCAs in 

the process of technology development so as to ensure the liability and applicability of the technologies.  

 

3-7 Lessons Learned 

(1) Enhancement of comprehensive capacities of water users associations 

The Project has aimed to improve technical capacities for water management in the pilot WCAs, thus it 

provided direct supports to the officers of the WCAs.  As the transparent management of assets such as 

excavators was still found to be a challenge for some WCAs, the necessity of promoting overall initiatives 

of the general councils of WCAs has come to the discussions.  In any future project to support water 

users associations, efforts should be made with long term perspectives to develop the managing 

authorities of the general council of WCAs who are to supervise the technical performances of the 

officers, which should be taken into account in any future intervention for capacity enhancement of 

WCAs.  

 

(2) Design of projects that include pilot infrastructure components 

The Project was designed with infrastructural components of rehabilitation of I & D systems in the pilot 

WCAs as basic arrangement required for actual conduct of water management activities.  In the course 

of Project implementation, the rehabilitation work has required considerable efforts and time of the 

Project personnel, especially with the problems of flume procurement, let alone the fact that there are 6 

pilot WCAs which are geographically scattered. It is therefore drawn as one of the lessons that, for any 

project with pilot infrastructure component, project design should carefully be examined, taking into 

thorough consideration the allocation of project personnel, the number and location of sites, possible 

countermeasures in case of delays of physical work, and so forth. 

 

(3) Network among the participating agencies at the field level 

The Project has worked with BISM, ISD and the pilot WCAs in three provinces, and most of the 

Project counterpart personnel have been assigned in these BISM and ISD. The Project personnel have 

closely coordinated with each other through the network of the stakeholders at the field level on the 

day-to-day operations, while the overall supervision was provided by the MAWR, both of which have 

facilitated smooth implementation of the Project activities. From these experiences, it is considered useful 

for similar projects in the future which operate in the several sites in the field to strengthen the network 

among the stakeholders at the field level, aside from the institutional supervision by the central office.  

 

(4) Promotion of regional cooperation 

Several activities of the Project were delayed due to the unavailability of locally suitable technologies and 

knowledge. On the other hand, useful water management technologies such as discharge measurement 

were introduced and the appropriate technologies such as relatively low cost method of minor repair of 

flume joints were developed through the Project.  Taking the common contexts in the region into 

consideration, it will be effective and efficient to introduce and promote technical exchanges with the 

neighboring countries which face similar problems. It would thus be important to design the framework of 



the technical cooperation project in Central Asia and Caucasus with the concept and perspectives of 

regional cooperation 
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第１章 終了時評価調査の概要 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

１－１－１ 調査団派遣の経緯 

ウズベキスタン共和国（以下、「ウズベキスタン」と記す）では、旧ソ連邦時代の1960年代か

ら1970年代に綿花生産を目的としてシルダリア川及びアムダリア川に沿って大規模な灌漑開発

が行われた。1991年の独立以降、ウズベキスタン国政府は農業改革を含む経済改革を緩やかに

進めてきており、旧ソ連邦時代の集団農場と国営農場は、集団組合農場（シルカット）に、そ

の後更に小規模農業経営体（フェルメル）に再編された。フェルメルは現在もウズベキスタン

の主要輸出産品である綿花（2003～2006年の平均で全輸出額の23％）、並びに主要食用作物であ

る小麦を生産し、ウズベキスタン経済のなかで大きな役割を担っている。 

それまで水管理を担っていたシルカットの解体後、フェルメルによる水管理の必要性が認識

され、自主的な水管理組織が形成されていったが、2001年1月に発令された大臣会議令「フェ

ルメルの圃場における水利組合（WUA）の役割について」においてWUAの法的な位置づけが

明確にされると、フェルメルを構成員とするWUAが徐々に設立され、末端灌漑用水路の施設

所有権及びその維持管理責任が国からWUAへ移管された。その一方で、農業水資源省（MAWR）

は2003年にそれまでの行政界（州）による灌漑管理体制を再編し、全国の灌漑システムを流域

ごとに管理するため流域灌漑システム管理局（BISM）を10カ所設置した。BISMとその下部組

織である灌漑システム管理事務所（ISD）は、主水路及びインターファーム水路を運営維持管

理し、WUAに対する配水と技術支援を担っている。BISMやISDは灌漑施設の運営・維持管理

技術を十分に有しており、施設はおおむね良好に機能しているが、灌漑管理体制再編後、BISM

及びISDのWUAに対する支援体制は整っておらず、WUAが担う末端水路の水管理に大きな影

響を与えている。WUAは、技術面においてBISMとISDからの支援が不足しているために基礎的

な水管理技術をもっておらず、全国に約1,700（2009年）あるWUAの大部分では、老朽化した配

水路から漏水したり、取水ゲートがないまま土石を積み上げて圃場への配水量を調整するなど、

配水管理や末端灌漑用水路の維持管理・更新に問題が生じている。その結果、灌漑用水の損失、

一部圃場への過剰な配水、下流側の圃場での水不足、排水不良による塩害の進行などにより、

灌漑面積が減少（2003年379万haから2007年356万haへ漸減）し、農業生産の減退を引き起こして

いる。 

このようなWUAが管理する灌漑施設の深刻な状況に対して、ウズベキスタン国政府は、シル

ダリア川流域沿いの、綿花・小麦の主要生産地帯である一方で灌漑施設の維持管理に問題があ

り、塩害の被害も見られるシルダリア州、ジザク州、及び両州と同一の流域系統であるチルチ

ック川流域に位置するタシケント州を対象地域として、BISM及びISDによるWUAへの支援体制

の強化を通じて、WUAによる灌漑用水管理を改善することを目的とし、本技術協力プロジェク

トの実施を2007年にわが国に要請した。 

JICAは、2009年3～4月に詳細計画策定調査を実施し、2009年8月に討議議事録（R/D）に署名、

2009年11月から2013年5月までの3.5年間の計画でプロジェクトを開始した。 

本プロジェクトは、現在、3名の長期専門家（チーフアドバイザー/水利組合強化、灌漑施設維

持管理、業務調整/研修計画）を派遣中であり、3州のBISMとISD職員や対象6パイロットWCA
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（WUA）1の職員らを対象に、組合組織の強化や配水や施設維持管理に係る技術の研修を行って

いる。 

2011年9月には中間レビュー調査を実施し、評価5項目の観点からプロジェクトの評価を行う

とともに、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）の改訂及びその後のプロジェクト

実施に関して提言を行った。今次の終了時評価調査は、2013年5月のプロジェクト終了を控え、

中間レビューの提言に対する対応経過に加え、プロジェクト活動の実績、成果について評価を

行う。また、ウズベキスタン国政府に対し今後の事業実施に関する提言を行い、今後の類似プ

ロジェクト実施にあたっての教訓を導くことを目的とする。 

 

１－１－２ 派遣目的 

（1）技術協力の開始から終了（調査時点）までの実績確認（活動、投入）、実施プロセスの検

証 

（2）プロジェクト目標と成果の達成状況、貢献要因・阻害要因の分析 

（3）上記を踏まえて、評価5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト及び持続性）の観点

から総合的に評価 

（4）プロジェクト終了時までに行うべきこと、並びにプロジェクト終了後にウズベキスタン

国政府が行うべきことについて提言 

（5）類似プロジェクトのための教訓抽出 

 

１－２ 調査団の構成と調査日程 

１－２－１ 調査団の構成 

（1）日本側調査団員 

担当分野 氏 名 所属等 

総括 /灌漑施設維持

管理 

鈴木 博 JICA農村開発部 技術審議役 

水利組合強化 渡邊 雅彦 農林水産省農村振興局 整備部設計課 海外

土地改良技術室 課長補佐（海外企画班） 

評価分析 板垣 啓子 グローバルリンクマネージメント株式会社 

計画管理 金子 健二 JICA農村開発部 水田地帯第一課 企画役 

 

                                                        
1 水法の改正によって、これまで地方政府登録の任意団体であった水利組合（WUA）が「水消費者組合（WCA）」として司法

省登録の法人となった。 
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（2）ウズベキスタン側評価団員 

担当分野 氏 名 所属等 

総 括 Mr. Ikrom ERGASHEV 灌漑・水問題研究所 灌漑・排水システム運用

部 研究員 

灌漑システム

技術状況 

Ms. Gavhar 

PALUASHOVA 

灌漑・水問題研究所 土壌研究・脱塩研究室

シニア研究員 

財務状況 Mr. Shuhrat HAIDAROV 灌漑・水問題研究所 水利システム運用研究室

技師 

配水計画 Mr. Sanjar KAMBAROV 灌漑・水問題研究所 水利システム運用研究室

技師 

 

１－２－２ 調査日程 

（1）2012年11月5日（月）～11月24日（土） 

詳細は、付属資料１を参照。 

（2）評価分析団員：11月5日（月）～11月24日（土）20日間 

（3）官団員：11月13日（火）～11月24日（土）12日間 

（4）主要面談者は、付属資料２を参照。 

 

１－３ プロジェクトの概要 

（1）協力期間：2009月11月11日～2013年5月10日 

 

（2）プロジェクト対象地域：タシケント州、シルダリア州、ジザク州 

 

（3）実施機関：農業水資源省（Ministry of Agriculture and Water Resources：MAWR） 

 

（4）上位目標：プロジェクトが対象とするBISMの管轄地域において、WCAによる水管理が改善

する。 

 

 （5）プロジェクト目標：パイロットWCAにおいて水管理が改善する。 

 

（6）プロジェクト成果： 

① BISM及びISDのWCAに対する研修実施体制が強化される。 

② BISM及びISDの支援により、配水のための計画立案及び施設操作に係るパイロットWCA

スタッフの能力が向上する。 

③ BISM及びISDの支援により、灌漑・排水施設の維持管理に係るパイロットWCAスタッフ

の能力が向上する。 

 

（7）現地実施体制 

・中央レベル 

✧ プロジェクトダイレクター：農業水資源省水資源総局副局長 
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✧ プロジェクトマネジャー：同水資源総局配水・節水技術部副部長 

・地方レベル 

✧ チルチック・アハンガラン流域灌漑システム管理局（BISM）（タシケント州） 

✧ 下シルダリアBISM（シルダリア州、ジザク州） 

✧ BISM下の灌漑システム管理事務所（ISD）（各州1事務所が対象） 

・関係機関 

✧ 中央アジア灌漑科学研究所（SANIIRI） 

 

なお、プロジェクト概念図を付属資料３、プロジェクト実施体制図を付属資料４に示す。 
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第２章 終了時評価調査の方法 
 

 本終了時評価は、新JICA事業評価ガイドライン（第1版）に基づき、プロジェクト・サイクル・

マネジメント（Project Cycle Management：PCM）の評価手法を採用して、日本、ウズベキスタン

双方の評価者から構成される合同評価調査団により実施された。 

 

２－１ 主な調査項目 

 本終了時評価にあたっては、以下の評価5項目の観点からの検討を行い、評価を実施した。 

① 妥当性：妥当性は、プロジェクトが定めた上位目標とプロジェクト目標が、被援助国の開

発政策やターゲット・グループのニーズと一致しているか、また、これらの目標を達成す

るためのプロジェクト・デザインが妥当であったかを検証するものである。 

② 有効性：有効性とは、プロジェクト実施によって、ターゲット・グループに対して所期の

便益をもたらすことができたか否かを評価するものである。そのためにはプロジェクト目

標の達成度を分析するとともに、その内容について、プロジェクト活動によるアウトプッ

ト産出への貢献度を検証することが必要である。 

③ 効率性：効率性とは、プロジェクト実施過程における生産性のことであり、投入がアウト

プットにどれだけ効率的に転換されたかを検討する。 

④ インパクト：インパクトとは、プロジェクト実施により生じた直接的及び間接的なポジテ

ィブ、ネガティブな効果、影響のことである。 

⑤ 持続性：持続性とは、プロジェクト実施による効果が、プロジェクト終了後においても持

続されるかどうか、それらの阻害及び貢献要因について、政策及び制度的側面、組織及び

財政的側面、そして技術的側面から検証するものである。 

    評価グリッドは、付属資料５を参照。 

 

２－２ データ収集・分析方法 

本終了時評価にあたっては、以下のデータを収集・検討するほか、現地調査において、日本人

専門家及びカウンターパート（C/P）への聞き取り、プロジェクト対象地域踏査及び受益者との会

合などを通じ、情報を収集した。 

① 討議議事録（R/D）、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM、付属資料６）、プロジ

ェクト活動実施表及び活動計画表（付属資料７）などプロジェクト計画資料 

② 運営指導調査報告書、中間レビュー調査報告書及び議事録（Minutes of Meeting：M/M） 

③ プロジェクト活動進捗報告書 

④ 日本側、ウズベキスタン側投入の詳細 

⑤ プロジェクト活動進捗及び成果に関するプロジェクト作成資料 

これらの情報に基づき、PDMに掲げられた指標と照らしてプロジェクトの進捗及び成果達成状

況を確認したうえで、合同評価調査団内で検討を行い、上記評価5項目の観点から調査結果の分析

を行った。2012年11月22日にウズベキスタン国側実施機関のプロジェクトマネジャーに合同評価

報告書（付属資料８）内容を報告し、了承を得るとともに、協議議事録（付属資料８）が署名さ

れた。 
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２－３ 評価調査の制約・限界 

本評価調査は限られた予算と調査期間をもって実施されたため、地方レベルのC/Pや水利組合役

職員、農民インタビューの対象が一部に限られ、現地調査が生産時期ではなかったため、実際の

配水状況等を視察することができなかった。また、合同評価調査団の一部のメンバーが、現地調

査及び協議の一部に参加することができなかった。なお、プロジェクト及び実施機関から収集さ

れたデータについてもサンプル数が少ない例が散見されたが、ほかに入手可能な情報が得られな

かったため、本調査ではそれらに基づく分析を行っている。 
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第３章 プロジェクトの実績及び実施プロセス 
 

３－１ 投入実績 

３－１－１ 日本側投入 

（1）専門家派遣 

表３－１のとおり、延べ4名の長期専門家と延べ6名の短期専門家が本プロジェクトに派

遣された。 

    

表３－１ 専門家派遣実績 

No 専門分野 派遣期間 

長期専門家 

1 チーフ・アドバイザー/水利組合強化 2009年11月～至現在 

2 灌漑施設維持管理 2009年11月～至現在 

3 
業務調整/研修計画 

2009年11月～2012年1月 

4 2011年12月～至現在 

短期専門家 

1 
水利施設機能保全 

2010年11月 

2 2011年6月 

3 灌 漑 2010年2～3月 

4 水管理 2011年2～3月 

5 研修教材作成 2012年1月 

6 コンクリート診断 2012年9月 
出所：プロジェクト作成資料 

 

（2）機材供与 

プロジェクト活動の実施及び技術移転に必要な車両、研修用視聴覚機材、事務機器に加

え、対象パイロットWCA（水消費者組合）の活動のための重機等、総額で87万3,620米ドル

（約0.7億円）相当の機材が供与された。これら供与機材の詳細については、合同評価調査

報告書Annex4に示すとおりである。 

 

（3）本邦及び第三国研修 

ウズベキスタン側C/P6名が本邦研修に参加した。本邦研修の詳細については合同評価調

査報告書Annex5を参照されたい。 

 

（4）現地業務費支出 

これまでに総計で129万8,182米ドル（約1.1億円）のローカルコスト負担が行われた。各

年度の支出実績は表３－２に示すとおりである。 
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表３－２ 現地業務費支出実績（米ドル） 

年度（注1） 2009/10 2010/11 20011/12 20012/13（注2） 合 計 

現地活動費（注3） 39,139.00 161,412.00 215,921.00 93,540.00 510,012.00

建設費（シルダリア） 230,636.00 9,523.00 240,159.00

建設費（タシケント） 233,328.00 47,346.00 280,674.00

建設費（ジザク） 228,903.00 38,434.00 267,337.00

合 計 39,139.00 161,412.00 908,788.00 188,843.00 1,298,182.00

（注1）日本の会計年度による。 
（注2）2012年度第2四半期末までの実績。 
（注3）ローカルコンサルタント雇用費用を含む。 
出所：プロジェクト作成資料 

 

３－１－２ ウズベキスタン側投入 

（1）C/Pの配置 

ウズベキスタン側C/Pとして、MAWR本省よりプロジェクトダレクター、プロジェクトマ

ネジャーが配置され、各BISM、ISDから1名の担当職員が配置された。それに加え、プロジ

ェクト対象地域のBISM、ISDから研修講師として選定された7名の職員が、プロジェクトに

よる講師研修（TOT）を受講したのち、パイロットWCAへの研修において指導にあたった。 

 

（2）土地、施設等の提供及び予算措置 

ウズベキスタン側より、タシケント市内のMAWR関連研究所内に専門家執務室と付帯資

機材及び電気・水道設備が提供された。また、パイロットWCAに対しては、各地方政府の

負担により、事務所と付帯設備が提供された。これらを含め、表３－３に示すとおり、総

額で1億6,182万5,000ウズベキスタン・スムの運営費が負担された。 

 

表３－３ ウズベキスタン側ローカルコスト実績（ウズベキスタン・スム） 

年度（注1） 2009/10 2010/11 20011/12 20012/13（注2） 合 計 

地方政府による負担 

Pastki Buloq WCA事務所 40,000,000.00  40,000,000.00

Qarasha WCA事務所 12,000,000.00  12,000,000.00

Dustlik WCA事務所 13,000,000.00  13,000,000.00

Guliston WCA事務所 18,000,000.00  18,000,000.00

Jambul Ota WCA事務所 20,000,000.00  20,000,000.00

Samarkand WCA事務所 20,000,000.00  20,000,000.00

小 計 0.00 65,000,000.00 58,000,000.00 0.00 123,000,000.00
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中央政府予算による負担 

フリューム管（104本） 

（タシケント州ISD） 
31,200,000.00  31,200,000.00

C/P旅費・手当等 750,000.00 850,000.00 3,025,000.00 3,000,000.00 7,625,000.00

小 計 750,000.00 850,000.00 34,225,000.00 3,000,000.00 38,825,000.00

合 計 750,000.00 65,850,000.00 92,225,000.00 3,000,000.00 161,825,000.00

（注1）日本の会計年度（4月～3月）による。 
（注2）2012年第2四半期までの実績。 
出所：プロジェクト作成資料 

 

３－２ 成果達成状況 

PDM及びPOに沿った活動実施に向け、本プロジェクトでは努力を行ってきたが、複数のパイロ

ットWCAの水路改修工事に際してフリュームの品質に問題が発生し、計画されていた活動の一部

に遅れが生じた。本工事は、WCAによる水管理活動実施の前提であったため、一部の成果達成に

も影響が及んだ。各成果達成のための活動状況及び達成度は以下のとおりである。 

 

成果1：BISM及びISDのWUA2に対する研修実施体制が強化される。 

指標： 

1-1 パイロットWCA職員向けの10種類以上の研修教材が作成される。 

1-2 BISM及びISDの少なくとも6名以上の職員が講師研修（TOT）を受講し、WCA職員向け研

修を実施できるようになる。 

1-3 パイロットWCA職員向け研修が96回以上実施される。 

WCAの技術・運営管理技能の向上をねらいとする4つの研修モジュール（組織、実務及び財務管

理、配水技術、灌漑排水施設維持管理技術）が開発された。表３－４に示すとおり、これら4モジ

ュールのテキストとして7種類の教材と、追加的な3種の技術マニュアルが作成されたほか、視聴

覚教材が作成された。これらの研修教材・マニュアルについては既に草稿が完成しており、最終

化の作業が進められている（研修教材の詳細については合同評価調査報告書Annex7に示すとおり

である）。 

 

表３－４ 研修モジュール及び研修教材一覧 

モジュール 内 容 研修教材 

モジュール1 WCAの概念と役割 - テキスト「WCAの設立と発展」 

モジュール2 WCAの運営管理 
- テキスト「WCAの組織運営管理」 

- 水利組合監査マニュアル 

モジュール3 WCAの財務管理 - テキスト「WCAの財務管理」 

 

                                                        
2 プロジェクト開始時の水利組合の名称はWater Users Association （WUA）であったため、PDM記載にはこの略語が使用されて

いる。ただし、既にWater Consumers Association（WCA）に名称変更がなされているため、本文中の記載については後者に統

一した。 
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モジュール4 

・配水管理 

・灌漑排水施設維持

管理 

- テキスト「配水改善（理論）」 

- テキスト「配水改善（実践）」 

- テキスト「灌漑排水施設維持管理（理論）」 

- テキスト「灌漑排水施設維持管理（実践）」 

- フリューム簡易補修マニュアル 

- 点滴灌漑マニュアル 

その他 視聴覚資料 ポスター6種、パンフレット6種、簡易補修工法DVD1巻

出所：プロジェクト作成資料 

 

プロジェクトではBISM及びISDにより選定された7名の職員を対象として、講師研修（TOT）を

実施した。これら7名の研修講師は、精力的にWCA向けの研修指導にあたっており、表３－５に示

すとおり、これまでに73回の研修が研修講師により実施されている。これら研修講師は2012年か

らWCAへの研修・指導を開始したが、一部の研修講師からは、実際の指導経験が限られており、

講師としての更なる能力強化を望むという意見も挙げられている。本調査では、これら研修講師

を対象として指導経験及び講師としての自己評価に係るアンケート調査を実施し、7名中6名から

の回答を得た（アンケート結果については別添英文合同評価調査報告書付属資料8を参照された

い）。回答者4名はTOTの内容理解に問題なしと回答しているが、モジュール3及び4について各1名

が難しい内容であったと回答している。6名中3名は全モジュールの指導経験があるが、残る3名の

指導経験はモジュール4のみに限られている。実際の研修実施に関し、単独でWCAへの指導を実施

したことがあるのは1名のみで、残る5名は指導に際して日本人専門家チームやBISM、ISDの支援

を受けたと回答している。これら7名の研修講師には従前の業務経験や技術的な専門分野の違いな

ど個人差があるものの、将来的にWCAへの指導を継続的に実施していくためには、研修講師の指

導能力を更に強化する必要があると判断された。 

WCA職員向けの研修は2012年9月までに150回実施され、パイロットWCA職員延べ465名が研修

を受講した。これらの研修には、WCA職員のみならず、組合員である農民が参加した例も多く、

また、これ以外にパイロットWCAの周辺地域の他のWCA職員を対象とした研修も実施されている。

プロジェクトによって実施された研修の詳細は表３－５に示すとおりである。 

 

表３－５ プロジェクトによる研修実績 

年度 

専門家チームによる実施 TOTを受講した研修講師による実施 

BISM・ISD 

職員参加研修 

パイロット 

WCA職員 

参加研修 

周辺地域 

WCA職員 

参加研修 

BISM・ISD

職員参加研修

パイロット 

WCA職員 

参加研修 

周辺地域 

WCA職員 

参加研修 

回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数

2010 22 41 33 72 11 150       

2011 48 121 99 332 42 396       

2012 19 45 18 61 2 12 24 46 44 105 5 44 

合計 89 207 150 465 55 558 24 46 44 105 5 44 

出所：プロジェクト作成資料 
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成果2：BISM及びISDの支援により、配水のための計画立案及び施設操作に係るパイロット

WUAスタッフの能力が向上する。 

指標： 

2-1 12名以上のパイロットWCA職員が配水に関する研修に参加する。 

2-2 研修内容に基づき、パイロットWCAのモデル地区において配水計画が毎年策定される。

2-3 研修内容に基づき、パイロットWCAのモデル地区の配水状況が記録される。 

配水計画に関する研修はこれまでに143回実施され、パイロットWCA職員延べ393名、1WCA当

たり延べ65名が研修を受講した。全パイロットWCAにおいて、地区内に選定されたモデル地区3の

ブロック配水計画が策定され、実際の配水量のモニタリングが行われている。ただし、水路改修

工事が遅れたQarasha WCAではモデル地区内の全ブロックに配水することができず、配水計画・管

理に係る研修が十分に実施できなかったことには留意が必要である。なお、全パイロットWCAに

おいて配水量データは記録されているが、それらはまだ適切な様式で整理されていないため、組

合員に配水状況の記録が明示できていない。プロジェクトでは次作期にむけ、配水状況の記録を

整備するための研修を実施する予定であり、これらの研修によってモデル地区の配水状況の記録

が整備されることが期待できる。 

 

成果3：BISM及びISDの支援により、灌漑排水施設の維持管理に係るパイロットWUAスタッフ

の能力が向上する。 

指標： 

3-1 12名以上のパイロットWCA職員が灌漑排水施設の維持管理に関する研修に参加する。 

3-2 研修内容に基づき、パイロットWCA内の選定された水路において維持管理計画が毎年策

定、実施され、記録が整備される。 

灌漑排水施設の維持管理に関する研修はこれまでに115回実施され、パイロットWCA役職員延べ

382名、1WCA当たり延べ63名が研修を受講した。これらの研修内容を踏まえ、2012年には6パイロ

ットWCA中5WCAで、合計27水路の維持管理計画が策定された。すべての計画の作業状況は記録

されているが、計画実施状況は良好とはいえない。2012年1月～9月の期間における維持管理計画

の詳細は表３－６に示すとおりであり、計画どおりに維持管理作業が完了したのは9水路のみで、

8水路が一部実施、10水路では計画された維持管理作業が実施されなかった。維持管理活動が計画

どおりに実施されなかった理由としては、WCA役職員にとって、具体的な積算や詳細な作業調整

を伴う計画を策定して維持管理活動を実施するのが初めての経験であったこと、過去からの負債

を抱える組合員が水利費を支払えず、計画された維持管理活動の費用が賄えなかったことなどが

指摘されている。 

 

                                                        
3 モデル地区とは、パイロットWCAの灌漑地内で、本プロジェクトによる水管理のための活動を行うために設定された地区を

指す。 
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表３－６ パイロットWCAにおける施設維持管理計画の策定・実施状況 

パイロットWCA 
水路数 

計画策定 完 了 一部完了 計画未実施 記 録 

第一バッチ 

Qarasha 4 3 1 0 4 

Dustlik 8 0 2 6 2 

Pastki Buloq（注1） 10 6 4 0 10 

第二バッチ 

Jambul Ota 1 0 1 0 1 

Guliston（注2） 4 0 0 4 0 

Samarkand Quduq 0 - - - - 

（注1）計画が策定されなかった6水路で清掃が実施された。 
（注2）計画が策定されなかった2水路で補修が実施された。 
出所：プロジェクト作成資料及び現地調査における聞き取り 

 

３－３ プロジェクト目標達成状況 

プロジェクト目標：パイロットWUAにおいて水管理が改善する。 

指標： 

1 水利費徴収率が第一バッチのWCAで60％、第二バッチのWCAで30％に増加する。 

2 組合員の50％以上がWCAの組織運営、効率、財務、技術面での能力向上を認識する。 

3 組合員の50％以上においてWCAの活動への参加が増加する。 

4 モデル地区の70％以上がWCAの配水計画に沿って灌漑される。 

5 モデル地区内で灌漑できない面積が10％減少する。 

プロジェクト目標の達成指標である水利費徴収率についてみると、表３－７に示すとおりパイ

ロットWCA全体としては増加傾向にあるが、調査時点までに、第一バッチで2 WCA、第二バッチ

で1 WCAが目標値を達成していない。水利費徴収は12月末まで継続されるが、目標未達成の3 WCA

においては2012年8月以降、徴収額に変化がないことから、目標値の達成は困難であると思われる。 

 

表３－７ パイロットWCAにおける水利費徴収率の変化 

パイロットWCA 
徴収率（％） 

2009（注1） 2010 2011 2012（注2） 

第一バッチ 

Qarasha 26 52 51 78 

Dustlik 13 9 12 15 

Pastki Buloq 17 0 26 46 

第二バッチ 

Jambul Ota 14 21 57 35 

Guliston 5 6 11 31 

Samarkand Quduq 34 0 16 23 

（注1）ベースライン値 
（注2）2012年9月までの実際の徴収額に基づく。 
出所：プロジェクト作成資料 
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WCAの能力に関する組合員の認識について、プロジェクトでは、2012年9月に6WCAに所属する

組合員合計139名を対象としてアンケート調査を実施しており、その結果は表３－８に示すとおり

である。組織運営、効率性、財務管理、技術的能力のすべての側面に関し、95％以上の回答者が

WCAの能力向上を認識している。 

 

表３－８ パイロットWCAの能力向上に関する組合員の認識 

パイロットWCA 回答者数 

WCAの能力が向上したと考える回答者 

組織運営 効率性 財務管理 技術的能力 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

Qarasha 13 13 100 13 100 13 100 13 100 

Dustlik 24 24 100 24 100 22 92 24 100 

Pastki Buloq 33 30 91 30 91 33 100 29 88 

Jambul Ota 18 18 100 18 100 18 100 17 94 

Guliston 17 17 100 17 100 17 100 17 100 

Samarkand Quduq 34 33 97 33 97 33 97 34 100 

合 計 139 135 97 135 97 136 98 134 96 

出所：プロジェクトによるアンケート調査結果（2012年9月） 

 

組合員のWCA活動参加についても、プロジェクトが34名のサンプル組合員4から意見聴取を行って

おり、その結果は表３－９に示すとおりである。3年前に比べ、WCAの会合や施設維持管理活動へ

の参加が増加したと回答した組合員は90％以上となっており、現地調査インタビューでも、すべて

のWCAにおいて、WCAの重要性に関する組合員の認識が強化されたこと、灌漑排水施設・水路の維

持管理への参加（例えばKhasharと呼ばれる無償の労務提供）が増加したことが報告されている。 

 

表３－９ WCAの活動に対する組合員の参加度の変化 

WCA活動 
大幅に

増加 

若干 

増加 
増加合計 ％ 

変化

なし
％

若干 

減少 

大幅に

減少 

減少 

合計 
％ 

会 合 3 28 31 91.2 1 2.9 2 0 2 5.9

維持管理作業 2 31 33 97.1 1 2.9 0 0 0 0 

合 計 5 59 64 94.1 2 2.9 2 0 2 2.9

出所：プロジェクトによるアンケート調査結果（2012年9月） 

 

計画に基づいて配水された灌漑面積に関するデータは、表３－10にまとめたとおりである。6つ

のパイロットWCA内に設置された7カ所のモデル地区のうち、4パイロットWCA内の4地区では計

画どおりの配水が行われたが、残る2WCA内の3地区では計画どおりに配水された面積が目標値の

70％を下回った。これらのモデル地区においては、施設・水路の不備のためいくつかのブロック

に配水できず、ブロックを単位として策定された配水計画が実施できない状況に至った。 

                                                        
4 内訳はQarasha 2名、Jambul Ota 5名、Dustlik 7名、Gulistan 8名、Pastki Buloq 5名、Samarkand Quduq 7名である。 
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表３－10 計画に沿って配水されたモデル地区内の耕地面積 

パイロットWCAs 
モデル地区 

面積（ha） 

計画どおりに配水された

面積（ha） 
％ 

第一バッチ 

Qarasha（注1） 
 303.0  155.7 51.9 

 388.0  178.0 45.9 

Dustlik  553.0  553.0 100 

Pastki Buloq 1,433.4 1,433.4 100 

第一バッチ小計 2,677.4 2,320.1 86.7 

第二バッチ 

Jambul Ota  305.0  305.0 100 

Guliston（注2）  842.0  459.0 54.5 

Samarkand Quduq  731.9  731.9 100 

第二バッチ 小計 1,878.9 1,495.9 79.6 

合 計 4,556.3 3,816.0 83.8 
（注1）本WCA内にはモデル地区が2地区設定された。計画どおりに配水されなかった面積は、水路改修工事の遅れにより配

水が不可能となったブロックの面積である。 
（注2）計画どおりに配水されなかった面積は、水路の問題により配水が不可能となったブロックの面積である。 
出所：プロジェクト作成資料 

 

モデル地区の配水状況の改善については、灌漑できない面積の減少という指標の観点からも検

証が行われた。表３－11に示すとおり、非灌漑面積の減少率にWCA間でのばらつきはあるものの、

全パイロットWCAにおいて指標の目標値は達成されており、プロジェクトの活動を通じて水管理

が改善されている傾向が確認できた。 

 

表３－11 パイロットWCAにおけるモデル地区内非灌漑面積の変化 

パイロットWCAs 
2009年時点の非

灌漑面積（ha）

現在の非灌

漑面積（ha）

非灌漑面積の

減少（ha） 

減少率

（％） 

第一バッチ 

Qarasha（注1） 
260-270 200 60-70 24.5 

150-160 100 50-60 35.4 

Dustlik 150 50 100 66.7 

Pastki Buloq 500 200 300 60.0 

第一バッチ小計 1,060-1,080 550 510-530 48.6 

第二バッチ 

Jambul Ota 50-60 0 50-60 100.0 

Guliston 150 50 100 66.7 

Samarkand Quduq 110 0 110 100.0 

第二バッチ小計 310-320 50 260-270 84.1 

合 計 1,370-1,400 600 770-800 56.7 

（注1）本WCA内にはモデル地区が2地区設定された。 
出所：プロジェクト作成資料 
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上記のとおり、プロジェクト目標であるパイロットWCAの水管理改善の達成状況を測るために

設定された5つの指標のうち、水利費徴収率と配水計画に基づく灌漑面積という2指標が未達成で

あった。全体としてパイロットWCAによる水管理改善が十分に確立したとはいえず、プロジェク

ト目標の達成は部分的なものにとどまると判断された。 

 

３－４ 上位目標達成の見込み 

上位目標：プロジェクトが対象とするBISMの管轄地域において、WUAによる水管理が改善す

る。 

指標： 

1 対象地域において水利費徴収率が2010年から2016年の間に20％増加する。 

2 サンプルWCAの組合員の50％以上が各WCAの能力向上を評価し、彼らのWCA活動への参加

が増加する。 

本プロジェクトの上位目標は2つのBISMの管轄地域におけるWCAによる水管理の改善であり、

パイロットWCAの経験や成果が、BISM、ISDの将来的な努力を通じ、域内の他のWCAに普及して

いくことが期待されている。しかしながら、現在までのプロジェクトの活動はパイロットWCAで

の活動に集中しており、波及に関しては少数の周辺WCAに対する研修を実施したにとどまってい

る。一方、上位目標が対象とする範囲は、表３－12に示すとおり、広範かつ多数にわたっており、

特にプロジェクト目標の達成が部分的なものにとどまっている状況において、上位目標達成の正

確な見込みを得ることは困難である。本調査において、BISMの独自予算あるいはハキミアットと

の共催による定期セミナー等の機会を通じた成果共有や、ISDに対する研修モジュールの配布等の

努力がなされていることは報告されたが、管轄地域全体への普及に関するシステマティックな計

画、体制は整備されていない。 

 

表３－12 対象地域WCA数 

BISM 州 WCA数 

Chirchik-Ohangaran BISM Tashkent 149 

BISM Syrdatya 

Sirdarya 104 

Djizak 116 

小 計 220 

合 計 369 

出所：BISM提供データ 

 

本調査においては、全対象地区のWCAにおける水利費徴収率の増加予測の根拠となるデータを

入手することが困難であったため、プロジェクト期間中のパイロットWCAの水利費徴収率の変化

に基づく概算を試みた。パイロットWCAにおける水利費徴収率の変化は表３－13に示すとおりで

ある。2009年度末から2012年9月末までの2.75年間で、パイロットWCA全体での徴収率は13.4％か

ら31.2％へと17.7％増加しており、徴収率の年間増加の割合は平均で35.5％となっている。単純計

算ではあるが、同程度の徴収率の増加を維持することができれば、2016年にはパイロットWCA全

体で100％の徴収率を達成することになり、2009年のベースライン値から80％の増加が見込めるこ
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ととなる5。 

 

表３－13 パイロットWCAにおける水利費徴収率の変化（単位：1,000スム） 

パイロットWCA 
2009年度末実績 2012年9月末実績 

計画額 徴収額 ％ 計画額 徴収額 ％ 

Qarasha 3,622.0 956.0 26.4 9,590.7 7,460.8 77.8

Dustlik 30,163.0 4,000.0 13.3 36,592.1 5,641.0 15.4

Pastki Buloq 21,796.0 3,569.0 16.4 25,433.1 11,582.0 45.5

第一バッチ小計 55,581.0 8,525.0 15.3 71,615.9 24,683.8 34.5

Jambul Ota 15,757.0 2,197.0 13.9 10,693.8 3,577.9 33.5

Guliston 77,573.0 3,845.0  5.0 51,708.0 15,914.0 30.8

Samarkand Quduk 26,220.0 8,965.0 34.2 28,353.7 6,416.0 22.6

第二バッチ小計 119,550.0 15,007.0 12.6  90,755.5 25,907.5 28.5

合 計 175,131.0 23,532.0 13.4 162,371.4 50,591.7 31.2

出所：ベースライン調査（2009年）及びプロジェクト作成資料（2012年9月） 

 

したがって、パイロットWCAにおける水利費徴収率の増加傾向に基づく試算からみる限りは、

上位目標の達成に一定の見込みが期待できる。しかしながら、プロジェクト終了後に全対象地域

WCAに対して行われる支援や物理的な投入の規模は、プロジェクトの投入に比して相当小規模な

ものになることは避けられず、パイロットWCAと同様の改善効果を期待することは不可能である。

他のWCAにおける水管理の改善とそれに伴う水利費徴収の増加が、パイロットWCAの実績よりも

低くなることは確実であり、どの程度までの改善が見込めるかについて、本調査では推測の根拠

を得ることはできなかった。上位目標の範囲が広範、多数の対象にわたっている点にかんがみ、

MAWRの主導の下、BISM、ISDによるプロジェクト成果普及のための努力が協力終了後も継続・

強化されることが上位目標達成の重要な条件であると考えられる。協力終了後の持続性について

は第４章に後述する。 

 

３－５ 実施プロセスにおける特記事項 

３－５－１ 意思決定とモニタリングのメカニズム 

プロジェクトの最高意思決定機関である合同調整員会（Joint Coordinating Committee：JCC）

はこれまでに2回開催され、プロジェクトの活動進捗及び成果達成状況と次期活動計画内容の確

認・承認等の機能を担ってきた。日常的なプロジェクト運営に関しては、MAWRのプロジェク

                                                        
5 調査団は、本試算が相当に単純化された、あくまで計算上の仮定であることを認識している。水利費の金額はWCAにより異

なりしかも変動するため、徴収額の変化と徴収率が必ずしも連動しない点には留意が必要であるし、配水状況が改善されても

生産増ないし生産物販売による増収が得られなければ実際の水利費支払いにはつながらないからである。実際にパイロット

WCA職員から指摘されているとおり、配水改善により生産増となった組合員でも、過去の投入経費の負債が優先的に徴収さ

れるために水利費の支払いが滞る例もあり、水利費徴収率の指標としての適切性が団内でも議論となった。上位目標の達成を

測る指標として、水利費徴収率、組合員の意識だけでは不十分であり、本プロジェクトの目標達成指標同様に、非灌漑面積の

減少率や、あるいは生産量の増加等を加えることが適切ではないかと思料される。 
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トマネジャーと日本人専門家チームが定期的に連絡を取りあって業務上の意思決定を行ってい

る。プロジェクト活動のモニタリングに関しては、プロジェクトが雇用し各州に配置したモビ

ライザーがパイロットWCAとプロジェクト関係者の間の連絡調整にあたっている。このような

意思決定及びモニタリングの体制は、3州にまたがるプロジェクトの活動を円滑に進めていくう

えで有効であった。 

 

３－５－２ プロジェクト関係者間の連絡調整 

本調査のインタビューにおいては、首都タシケントに設置されたプロジェクト事務所とプロ

ジェクト対象地の物理的な距離にもかかわらず、プロジェクト関係者間、またプロジェクトと

パイロットWCAとの間には円滑な連絡調整・コミュニケーションが構築されていたことが報告

された。定期的な連絡会合の開催は困難であったが、携帯電話等による頻繁な連絡が確保され

ており、JCCなど3州にまたがるプロジェクトの関係者が一堂に会する機会には経験共有や議論

が行われた。パイロットWCAからは、研修実施時期等について事前に十分な調整が行われ、繁

忙期を避ける配慮がなされたことが評価されている。また、BISM、ISD、WCAの3者間には、プ

ロジェクト活動以前から水管理に関する行政的な連絡・報告チャネルが存在していたことも、

効率的なコミュニケーションにつながったと考えられる。 

 

３－６ 中間レビュー調査時の提言への対応 

2011年9月に実施された中間レビュー調査においては、協力期間後半のプロジェクト活動の円滑

な実施に向け、技術的側面及び運営管理に関する8事項が提言された。調査団は、プロジェクトが

それらの提言に対応するために取り組んできた内容を確認した（各提言とプロジェクトの対応に

関する詳細については、別添英文合同評価調査報告書付属資料9を参照）。 

 

３－７ 水利組合（WCA）強化に係る特記事項 

３－７－１ プロジェクト開始前のWCA及びフェルメルの状況と関係 

（1）フェルメルの状況 

本調査では直接フェルメルへインタビューする機会はなかったが、WCAへの聞き取り結

果から、以下のとおりプロジェクト開始前のフェルメルの財務・運営状況が悪かった原因

を確認することができた。 

    

1）ウズベキスタンでは国が地域ごとの栽培作物を指定し国が収穫物を全量買い取る仕組

みとなっている。収穫量については国からノルマを課しており、ノルマの達成状況に

よりハキミアットがフェルメルへの支払額を決め、中央銀行からフェルメルに支払わ

れることとなっている。そのノルマが達成できなければ、ハキミアットにより対応が

異なるとのことであるが、国からの支払いが大幅に減らされる、または支払いがない

州もある。最近このノルマが上げられたため、ノルマを達成できなかった農家も多く

出ており、借金が増えていくため水利費が支払えない状況となっている。なお、能力

のないフェルメルは能力のあるフェルメルに経営統合されてしまう。 
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2）収穫量が少ない原因は以下のとおり。 

① 末端の灌漑施設の整備（補修、土砂上げ等の維持管理）がされていないため漏水が

多く、また盗水もあり圃場まで十分に配水されない。 

② 土質が悪い、排水が良くないなど、圃場の条件が悪い。 

③ 用水路からの配水が少ないため、排水路からポンプを使って水をくみ上げ使用して

いる農家も多い。このため、ポンプにかかる電気代等の出費が多くなるとともに、

排水には多くの塩分も含むことから塩害を招き、結果として収穫量の減にもつなが

っている。 

 

（2）WCAの状況 

WCAにおいて運営・財政状況や活動状況が悪かった理由は以下のとおり。 

    

1）WCAの財政基盤はフェルメルからの水利費であるが、上述したとおりフェルメルの財

政状況が悪いため水利費収入が少なく、また計画的な配水や維持管理に関する知識や

技術がないため、灌漑施設の改修や維持管理その他水に関するサービス提供ができて

いない。 

    

2）WCAとフェルメルのお互いの理解不足が大きく影響している。フェルメルはWCAに対

して、施設が整備されないため配水されない、その他サービスが何もないことから水

利費を払いたくない、または収穫量が少なく収入が少ないため支払えないと考えてお

り、WCA職員はフェルメルに対して、水利費が払われないから施設の整備もできず配

水もできないし、その他のサービス提供もできないと考えている。お互いの置かれて

いる状況を理解しようとせず、WCAとフェルメルの関係で悪循環が発生している。 

 

３－７－２ プロジェクトによる投入や取り組みによるWCAの改善のきっかけ 

本プロジェクトによる以下の投入や取り組みが上述したWCAやフェルメルの財政状況や活動

状況及びWCAとフェルメルの関係における悪循環を好循環に変えるきっかけを与えている。 

 

（1）灌漑施設の整備 

本プロジェクトでは、ソフト活動を行う前提条件として灌漑施設が整備され圃場まで配

水されることが必要であると考え、WCAが管理する末端の灌漑施設の整備を行った。その

結果以下のような効果があり、本プロジェクトによる灌漑施設の整備は妥当なものであっ

たと思われる。 

① 漏水の軽減及び配水計画に基づく水管理の実施によりWCAは配水面積の拡大を図る

ことができた。 

② 配水可能面積の拡大により、排水をポンプでくみ上げていたフェルメルはその必要

がなくなり電気代の節約及び塩害の軽減による収穫量の増にもつながっている。 

③ WCAはフェルメルに対する配水サービスの提供が可能となり、フェルメルは配水さ

れたことにより収穫量・収入が増え水利費の支払いが可能となった。 

④ 水利費収入が増えたことによりWCAは水管理人であるミローブ（Mirob）の数を増や
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すことができ、フェルメルへの更なるサービスの提供が可能となる。 

⑤ WCAに対する信頼や関係が改善された。 

 

（2）エクスカベータの提供 

本プロジェクトでは末端水路の改修や維持管理を目的としてエクスカベータの供与を行

った。これによりWCAは水路の改修や維持管理が可能となり、フェルメルへの配水サービ

スの提供が可能となった。さらに管轄地域や周辺地域のフェルメル等に当エクスカベータ

を市場価格よりも安く貸し出すことにより水利費以外の収入を得ることが可能となり、本

収入によりWCAは組合員（フェルメル）へのサービス提供、WCA職員への給料の支払い、

施設の補修等を行っている。 

 

（3）WCAまたはフェルメルからの歩み寄り 

相手が何もしてくれないからこちらも何もできないと考えるのではなく、歩み寄りによ

り無償でサービスの提供を行うことにより相手も理解を示すようになり、信頼関係を築く

ことができるようになる。パイロットWCA組合長によると、本プロジェクトの開始をきっ

かけとしてWCAは彼らからの歩み寄りが必要であることを認識した模様である。本プロジ

ェクトが気づきのきっかけとなっている。 

 

（4）WCAからフェルメルへの維持管理や配水管理等サービスの提供 

本プロジェクトの実施によりBISMやISDの支援によるパイロットWCAの能力向上が図ら

れ、WCAによるフェルメルへの灌漑・排水施設の維持管理技術指導や維持管理・配水計画

策定等のサービスの提供が行われるようになったことから、フェルメルのWCAに対する信

頼が改善され、水利費も払われるようになった。 

 

（5）フリューム水路の継ぎ目補修技術の開発 

本プロジェクトでの大きな成果として、フリューム水路における安価かつ容易に施工で

きるポリウレタン樹脂を活用した継ぎ目補修工法の開発がある。従来はセメントで継ぎ目

を塗り固めるだけの工法が採用され、6カ月や1年で施工した継ぎ目がはがれ落ち、再度補

修するといった非効率な状態であったが、本工法の採用により耐用年数が延び経費と労力

の節減につながることが期待され、フェルメルからWCAへの信頼関係の強化にもつながっ

ている。ただし、本工法は施工して2年経過した時点で問題なく機能を発揮しているが、耐

用年数については現時点では未知であり経過観察が必要である。 

プロジェクトの実施により、天候にも左右されるがフェルメルの収穫・収入が増え、水

利費徴収率の着実な増加につながっており、WCAやフェルメルの活動や関係が活性化され

ている。 

 

３－７－３ WCA強化に向けたプロジェクトによる取り組み 

ここではプロジェクトによる水利組合強化に向けた取り組み状況や結果を中間評価での提言

に対する対応や今後の課題も含め記述する。 
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（1）BISM及びISDのWCAに対する研修実施体制の強化（トレーナーの育成） 

本プロジェクトではBISM及びISDの関係職員を育成し、その支援によりWCAの能力向上

を図ることを活動成果としており、ジザクのBISMから1名、各ISDから2名ずつ合計7名をト

レーナーとして任命しTOTを実施している。この7名のトレーナー以外にも各ISDのC/Pも含

め研修を実施しており、研修回数及び参加者は以下のとおり。 

① 専門家からBISM、ISDに対する研修：89回、延べ207名 

② BISM、ISDのトレーナーから他の職員に対する研修：24回、延べ46名 

また、研修の実施にあたり、以下の4つの研修モジュールが開発され、11種類の研修教材・

マニュアルが作成された。 

① モジュール1：WCAの概念と役割 

② モジュール2：WCAの運営管理 

③ モジュール3：WCAの財務管理 

④ モジュール4：WCAの配水管理・維持管理 

BISMやISDからWCAへの研修にあたり、WCA職員が理解しやすいようにポスターやパン

フレット、ビデオ教材等の視聴覚教材の製作をBISMやISDとともに行っている。これら視

聴覚教材については中間評価でも見やすくするためのフォントの拡大など見直しの指摘を

受けていたが、適切に改訂されており、BISM、ISD、WCAのいずれの事務所にもポスター

が張られていた。 

またISDによっては、独自にWCA向けのビデオ教材の製作を行ったところもあり、ISDに

よるWCAに対する積極的な指導が行われている状況がみられた。 

BISM、ISDともに本来は水に関する技術者であるため、モジュール①～③についてはこ

れまで門外漢であり、彼らにとっては習得が難しい分野であった。しかし、BISMやISDト

レーナー等へのインタビューのなかで、今後はWCAへの指導のためにモジュール①～③に

ついてももっと勉強したいとの意見があり、積極的な姿勢がみられた。 

研修受講者は研修により施設の維持管理や配水計画に沿ったブロックごとの配水の必要

性、水の公平利用、節水灌漑の必要性または方法等についての知識が深まり、意識・認識

が変わったとの意見があった。 

このようにBISM、ISDのWCAへの研修実施体制や支援体制が充実してきているだけでな

く、BISMやISD職員の意識の変化がみられる。 

今後の課題は以下のとおり。 

① プロジェクトが始まってからの限られた時間内での研修であり、2010年及び2011年

はJICA専門家やモビライザーを講師として研修が行われ、BISM及びISDトレーナー

を講師として研修を始めたのは2012年になってからであり、BISM及びISDのトレー

ナーはまだ知識や経験の十分な習得までには至っていない。インタビューのなかで、

JICA専門家やモビライザーの支援なしで研修の講師を務める自信はないとの声が多

数聞かれたため、残りのプロジェクト期間でBISMやISD職員による研修を繰り返し

行う必要がある。 

② 研修を受講して間もないため実践への活用の機会が不足していることから、研修の

受講と併せて、日本人専門家やモビライザーの支援も得ながら、WCAへの実践的な

維持管理活動や維持管理計画・配水計画の策定指導等を行う必要がある。特に配水
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計画策定については水収支計算を行いながらブロックごとの配水量を決めており、

BISM及びISDの職員にとっても一番理解が困難な分野と思われる。 

③ 現在、トレーナーとして指定されているのは合計7名であるが、今後普及を図ってい

くためには更にトレーナーの人数を増やしていく必要がある。実際にはその他の

BISM及びISDの職員も対象として研修を行っており、中間レビュー調査でも指摘さ

れていたとおり、こういった職員のなかから、研修修了後に十分に知識や能力を習

得した受講者に研修の修了を認める資格を与える仕組みの導入が必要である。現在、

プロジェクトでは修了証が発行できるように修了試験の準備を進めているとのこと

であるが、早急に仕組みの構築を図ることが望まれる。 

④ パンフレットの配布先については、まだ関係3州のBISMやISD、パイロットWCA等に

限られているとのことであり、今後他州のBISM、ISDやWCA、他ドナーへの配布を

行っていく必要がある。 

 

（2）BISM及びISDの支援によるパイロットWCAスタッフの能力向上 

WCA向けの研修は150回実施され、パイロット役職員延べ465名が参加している。このう

ち、配水計画に関する研修は143回実施され、パイロットWCA役職員延べ393名が研修を受

講し、維持管理に関する研修は115回実施され、パイロットWCA役職員延べ382名が研修を

受講した。またフェルメル向け研修が60回実施され、フェルメル602名が参加している。 

これら研修で得られた知識や経験を基に、BISM及びISDによるWCAやフェルメルへの指

導が実施されており、その結果、6カ所のパイロットサイトWCAにおいて地区内に選定され

たモデル地区の配水計画が策定され、実際の配水状況の記録が整備されている。また、6カ

所のWCAのうち5カ所のパイロットWCAで合計27水路の維持管理計画が策定されている。

しかしこれに基づき維持管理作業が完了した水路は9路線のみで、8水路が一部実施、10水

路では維持管理作業が実施されていないため、引き続きBISM及びISDによるWCAへの支援、

指導が必要である。 

またWCAへの聞き取りの結果、以下のとおりWCA及びフェルメルの意識面での変化や技

術面での効果があったと思われる。 

① WCA職員がWCAの役割や職務を理解した。 

② WCA職員、フェルメルともに計画的な配水計画や維持管理の必要性を理解し意識の

醸成が図られた。 

③ 水管理人であるミローブの役割の重要性が認識され評価されるようになった。 

④ フェルメルがWCA参加のメリットを感じている。 

⑤ フリューム継ぎ目補修、流量観測方法を習得することができた。 

⑥ 近隣のWCAが情報を聞きつけて訪問してきた。特にポリウレタンによるフリューム

水路の保守方法について興味を示し、パイロットWCAの職員が指導を行った。 

BISMやISDによるWCAへの指導、サービスの結果、WCA及びフェルメルともに能力の向

上は図られており、またWCAとフェルメルの関係も改善されている。 

今後の課題は以下のとおり。 

① BISMやISD及び専門家の支援により維持管理計画、配水計画の策定が行われ、その

必要性に対する認識は深まったが、維持管理作業が実行に移されていない。また配
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水計画策定についてはWCA職員にとってはまだ理解が困難なところがあり、流量観

測の方法やその結果を活用した計画的な配水の方法も含め今後とも引き続き指導が

必要である。 

② WCAの運営面においてもまだ不十分な面が見受けられた。本プロジェクトで供与さ

れた機材についての維持管理計画がないWCAも見受けられた。エクスカベータのレ

ンタルによる収入をWCAの賃金支払いに優先的に回しているため、エクスカベータ

の寿命を考えた買い替え費用、故障した際の維持管理費の積み立てがされていない。

エクスカベータが壊れて使えなくなり、その収入がなくなった際の影響が大きいと

思われ、エクスカベータの維持管理計画の策定等の指導も必要であると思われる。

また、エクスカベータのレンタルによる収入に関する会計が不明瞭なWCAもあった

ことから、パイロットWCAにおいても今後上記のテキストを活用し、更なる研修及

び体制の整備が必要である。 

 

（3）水管理改善の普及拡大、持続的な活動に向けた体制の整備 

1）法的な整備 

本プロジェクトではBISM及びISDを通じたWCAの能力強化を図ることが目的とされて

いるが、BISM及びISDの業務の所掌範囲は基幹的な農業水利施設であり、法的には末端

の水利施設は対象とされていない。実態としてBISM及びISDはWCAをこれまでも指導し

ているが、今後WCAによる水管理改善の取り組みの推進や支援活動の推進体制を確立す

るため、法的な位置づけが必要であると中間評価で指摘されている。 

今次の調査では、法的な整備まではされていないが「WCAの活動を活性化させるため

の対策について」（2010年11月10日付MAWR大臣通達）において、以下のようなBISMやISD

向けの指示文書が発出されていたことが分かった。本通達は大臣名で発出されているこ

とから、ウズベキスタン国としては省令レベル以上の位置づけとしてとらえられている。 

 

【通達の内容】 

① BISM、ISD内に各WCA担当職員を任命する。 

② WCA組織強化プログラムを策定する。 

③ 各地域のWCAやフェルメルと地域の具体的な問題等について、最低月1回は打合

せを行い、内容を把握する。 

④ WCA管理下エリア（末端施設、圃場内）での水の効率的利用の促進を支援する。 

⑤ 節水技術の適用促進を支援する。 

⑥ 塩害対策活動を各WCAやフェルメルとともに取り組む。 

⑦ WCAのファーマーへのサービスの質的向上によりWCAの財務状況を改善する。 

 

さらに、これまでもウズベキスタン国政府は水法の改正によりWCAの位置づけを地方

機関であるハキミアットに登録された任意団体から直接司法省に登録された法人とし、

免税特権など法人として有する権利が明確にされるとともに、フェルメルが政府から資

金を借り入れる対象の1つとして水利費等を位置づけられるなど体制整備に向けた取り

組みは進んでいる。ただし、免税特権として水利費が免税されることがWCAには知られ
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ていなかったことから、今後、セミナー等においてすべてのWCAに対して周知徹底を図

ることが必要である。 

また、プロジェクトでは水に関する法制度整備に取り組むIWRM（Integrated Water 

Resources Management、国連開発計画：UNDP）との情報交換を行っており、今後情報交

換等の継続的な働きかけを期待したい。 

 

2）実施体制の整備 

本プロジェクトのマネジャー（MAWR水資源総局排水・節水技術部副部長）について、

かねてからフルタイムC/Pとなるようにウズベキスタン側に要請を行ってきたが、現時点

では中央政府職員の数が少なく業務多忙等によりフルタイムとはなっていない。しかし、

技術プロジェクトに対するウズベキスタン国政府の理解が深まるとともに、週に1回程度

プロジェクトマネジャーが事務所を訪れて話をするようになったことや電話による連絡

をとるようになったなど、少しずつではあるが本プロジェクトとウズベキスタン国政府

との関係やプロジェクト実施体制が改善されつつある。 

また、本プロジェクトの実質的なC/P、つまり技術移転がなされる対象者は対象州政府

のBISMやISDであり、中央政府レベルのプロジェクトへの関与は当然必要であるが、

BISMやISDが積極的に本プロジェクトのC/Pとして活動していることから、プロジェクト

の運営については問題ないと思われる。 

なお、今後、ウズベキスタンを含め中央政府C/P職員の不足、地方政府職員を対象とし

たプロジェクトの実施といった同じ状況下でプロジェクトを実施する場合、C/Pとしては

中央政府職員にこだわらず、地方州レベルのネットワークを構築しながら進めていくこ

とが必要である。 

 

3）予算の確保 

上述したとおり、ソフト活動を行う前提として、灌漑施設が整備され配水が可能とな

ることが挙げられる。基幹的な施設については国の財産でありウズベキスタン国政府予

算または世界銀行やアジア開発銀行（Asian Development Bank：ADB）からの融資により

整備されているとのことであるが、WCAが管理している末端施設についてはWCAの財産

であるため、これまで国では整備しておらずWCAに任せてきた。WCAで施設整備に係る

予算を確保することには限界があり、末端施設の整備は老朽化が進み、圃場レベルまで

配水できない状況となっていることが多い。 

このため本プロジェクトとしてはPDM外の活動としてWCAが管理する末端施設の整

備を行ったが、こういったハード整備は本プロジェクトが終了し、パイロットサイト以

外のWCAや州に活動を普及させていく際にも必要な条件となる。 

ウズベキスタン国政府の基幹的な灌漑施設の整備に必要な予算は増加傾向にあり、同

国政府の農業及び灌漑に対する取り組み強化の姿勢がみられる。また、プロジェクトマ

ネジャーからの聞き取りによると、今後はWCAが管理する末端施設の整備についても国

が支援していく計画があるとのことであり、ウズベキスタン国政府としての今後の取り

組みに期待したい。 

今後、本プロジェクトで実施した活動の普及にあたっては、現在、世界銀行やADBが
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末端施設の整備に関する融資についても検討を行っており、これらと連携しつつ、また

は既に末端水路の整備が完了した地域を優先的に選定して実施していくなど、ハードと

ソフトの一体的な推進を計画的に進めていく必要がある。 

 

（4）土地改良区の知見の活用 

1）土地改良区の知見の活用 

中間レビュー調査において土地改良区の知見の活用が提案されているが、今次の調査

で確認した結果、教材テキストモジュール2「WCAの管理及び運営」が改訂され、以下の

項目について盛り込まれていることが確認できた。 

① 総会を設置し、開催すること 

② 理事及び監査が農民選挙により直接選出されること 

③ 監事が複数名配置されること、監事が監査する項目が定められていること、報告

様式が整備され総会での報告が義務づけられていること 

④ 組合活動と資金管理活動の透明性を確保するため、総会において会計の監査報告

を行うとともに、WCAの職員の業務についても報告する 

⑤ 旱魃等で水が乏しくなったときのために配水の順番を事前に決めておくこと 

プロジェクトの残りの期間では、パイロットWCAを対象に本テキストを活用し研修を

実施し、またISDやWCAの職員とともに上記事項のWCAの現行規定への適用、規定の改

定を検討するなど実践的な活動を進めていくとともに、日本の土地改良区の知見を広く

紹介していくことが大切である。 

 

2）WCAの組織（総会、理事会等）の強化 

WCAの一般的な組織構成として、実質的な活動を実施する者としてWCA長、ミローブ、

経理係、営農担当者等（日本の土地改良区における事務局的な位置づけ）があり、その

上に理事会、監査役があり、総会がある。総会は年に2回開催され、総会は理事長の選出、

WCA長の任命・解雇、WCA約款の変更・追加の承認、水利費未払い組合員の除名等の権

限が付与されている。 

WCAへの聞き取りにおいて総会が年に1、2回開催されており、維持管理計画や次年度

の予算、決算について報告されていることを確認したが、上述したとおりエクスカベー

タのレンタルによる収入に関する会計が不明瞭であること、エクスカベータの長期的な

維持管理計画がないこと、また総会においてWCA長が任命・解雇されることとなってい

るが実質的にはハキミアットが任命しており、ハキミアットの影響が大きいことなどか

ら、理事会や監査役が実質的に機能しているかどうかは疑問が残るところがある。ウズ

ベキスタン側調査団長からも、WCA長や職員への指導のほか、理事会や監査への指導強

化も提言されたことから、総会、理事会、監査を含めたWCA組織の見直し、強化が必要

である。 

また、日本の土地改良区連合会のようなものをウズベキスタン国政府としても設立し

たいとの提案もあった。国の職員の数も限られていることから、将来的にはWCAを管理・

指導する組織としてそういった組織の設立も考えられる。 

ただし、こういったウズベキスタン側からの提案については、WCAの運営については
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ハキミアットが実質的な権限をもっていること、制度面での改正も視野に入れる必要が

あることから、本プロジェクトの残りの期間での対応は難しく、今後のウズベキスタン

国政府の取り組みに期待したい。 

 

（5）ハキミアットとの連携 

水に関するWCAへの指導はMAWRが行っており、BISM及びISDが担当しているが、ウズ

ベキスタン国による計画生産や営農面、収穫に対するフェルメルへの支払い、WCA長の任

命・解雇、WCA内の紛争仲介等についてもハキミアットが絶大な力をもっており、無視で

きない存在である。 

中間レビュー調査において指摘されたハキミアットの巻き込みについては、プロジェク

トに関する情報の提供を行っており連携を進めているが、今後更なる協力関係の構築が望

まれる。 

 

（6）活動で得られた成果の普及 

活動で得られた成果を対象州の他のWCAのみならず、他の州にも普及していくことが今

後必要となってくる。 

BISMとしてはこれまでも管内のWCAを対象としたセミナー（研修）を開催しており、今

後も州内の全WCAを対象としたセミナーを予定しているとのことである。 

プロジェクトではBISM及びISDによる普及計画策定への支援を行うこととなっているが、

まだ実施されていない。普及計画を策定しそれを実践に移し、その効果を検証するために

は普及計画を早急に策定する必要がある。 

今後の普及計画策定の支援にあたっては、パイロットWCAを他のWCAへの先進事例、優

良事例として活用しWCA間の相互訪問、経験共有を図ることが効果的であると思われ、今

後のプロジェクトの活動としてBISMによるセミナーの開催、予算確保を含めた指導をした

い。 

 

（7）ウズベキスタン国政府によるWCA強化に向けたその他の取り組み 

ウズベキスタンでは以下のような取り組みを行っており、WCAの強化の必要性に対する

認識が強まっていると思われる。 

① 綿花産業に関係する綿花加工工場や綿花を運搬する鉄道会社に国（内閣）からWCA

の職員の給料を払うように指示があり、ジザク州の全WCA職員に給料が支払われた。 

② ウズベキスタンでは収穫の対価を中央銀行を通じてフェルメルに支払っているが、

フェルメルに支払われる前に、肥料、燃料、水利費等が天引きされるようになった。 
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第４章 評価調査結果 
 

４－１ 評価5項目による評価結果 

４－１－１ 妥当性 

以下の理由から、本プロジェクトの妥当性は高いと評価された。 

 

（1）ウズベキスタン国政府の政策との合致 

本プロジェクト実施期間中、農村地域の貧困軽減を重視するウズベキスタン国政府の開

発計画（Welfare Improvement Strategy：WIS）に変更はなく、国家排水改善プログラム（National 

Drainage Improvement Program：NDIP 2007-2012）に関しても、現在MAWRが策定中の次期

計画において、土壌改善基金の増額、排水路の維持・修復、農業融資の提供、点滴灌漑の

普及推進などの施策が盛り込まれており、水資源利用の効率化、水管理改善を推進する方

向性が踏襲・強化される見込みである。以上のことから、本プロジェクトの方向性は依然

としてウズベキスタン国政府の開発政策、農業セクター計画に合致したものであるといえ

る。 

 

（2）日本の開発援助政策との整合性 

経済成長と都市農村間の格差是正を支援するというわが国の対ウズベキスタン国援助方

針の基本的な方向性に変更はなく、平成24年4月に策定された「対ウズベキスタン共和国国

別援助方針」においても、保健医療、農業・農村開発を含む社会セクターの再構築は、3重

点分野の1つとされており、具体的な課題として農業セクター改革が重視されている。本プ

ロジェクトは事業展開計画上の「農業改革・地域開発プログラム」に位置づけられており、

本プロジェクトとわが国の援助政策の整合性は依然として確保されていることが確認され

た。 

 

（3）プロジェクト・デザインの適切性 

本プロジェクトは6つのパイロットWCAにおける水管理の改善を目標とするものであっ

たが、将来的な成果普及を念頭に、研修システムを確立することを成果の1つとしている。

成果1としてまず研修モジュール開発と研修講師の育成を行い、成果2及び3としてWCA職員

に対する配水・施設維持管理の研修を実施するなかで、研修講師がWCAに対する指導経験

を蓄積することとなる。3つの成果に対し、段階的かつ相互関連のある活動が行われたこと

は効果的であり、本プロジェクトの段階的アプローチは妥当なものであったと考えられる。 

 

（4）受益者ニーズとの整合性 

対象地域において、プロジェクト開始以前のWCAの活動は脆弱であり、配水に関しては

恒常的に問題が生じていたことがパイロットWCAの職員から報告された。全パイロット

WCAにおいて、プロジェクトの活動を通じて灌漑排水施設が修復・整備され、WCAの組織

運営、財務管理及び技術的能力が強化されたことにより、組合員の農業生産性が向上した

ことが高く評価されている。パイロットWCA職員にも、これらの効果を維持するための努

力を続ける高い意欲がみられ、本プロジェクトの内容は地域及び受益者のニーズに対する
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適切な対応であったと考えられる。 

 

４－１－２ 有効性 

成果達成の確認に基づき、本プロジェクトの目標の協力期間内の達成は部分的なものになる

と判断されるため、プロジェクト実施の有効性は中程度と評価された。 

 

（1）プロジェクト目標達成の見込み 

本プロジェクトは、パイロットWCAによる水管理の改善を目標としており、BISM及びISD

の研修体制の整備、パイロット水利組合レベルでの配水管理能力及び施設維持管理能力の

向上をその活動の中心とするものであった。しかし、前章で述べたとおり、5つのプロジェ

クト目標達成指標のうち、水利費徴収率と配水計画に基づく灌漑面積という2指標が未達成

である。その他の指標において、例えばWCAの能力向上が組合員に評価されているという

側面はあるが、総合的にみてパイロットWCAによる水管理活動は今後更なる強化が必要で

あると考えられる。成果レベルでも未達成部分があることにかんがみ、パイロットWCAに

よる水管理改善が確立したとはいえず、プロジェクト目標の達成度は部分的なものにとど

まると判断された。 

 

（2）プロジェクト目標達成に対する成果の貢献度 

パイロットWCAによる水管理改善という目標達成の手段として、BISM及びISDの研修体

制を整備し、研修を通じてパイロット水利組合レベルでの配水管理能力及び施設維持管理

能力の向上を図るという成果は適切であり、成果からプロジェクト目標に至る論理性は妥

当なものである。しかし、前章で確認したとおり、研修体制整備、パイロットWCAによる

配水改善、施設維持管理の改善という3つの成果のうち、成果1の一部である研修講師の指

導能力強化と、成果3の一部であるWCAの維持管理計画策定・実施能力の向上については達

成が不十分である。したがって、これら2つの成果のプロジェクト目標達成への貢献は限ら

れたものとなっている。 

 

（3）プロジェクトの有効性に対する貢献要因 

本プロジェクト、特に後半の活動においては、各州BISM及びISDから選定され、プロジ

ェクトによるTOTを受講した研修講師が、パイロットWCAに対する研修及び現場指導等に

あたった。研修講師としての役割は、各所属先における本来業務への追加業務であったが、

彼らのプロジェクト活動への参加に際して、MAWR及び各BISM、ISDからの十分な理解と

協力が得られ、業務スケジュール調整などに関する便宜が図られたことは、円滑な活動進

捗を可能とし、パイロットWCAの能力向上という成果の達成に貢献した。これら研修講師

の役割は、プロジェクト活動実施のみならず、将来的な持続性にとっても重要であり、こ

のような組織的な支援はプロジェクトの有効性に対する貢献要因となった。 

 

（4）プロジェクトの有効性に対する阻害要因 

いくつかのパイロットWCAにおける施設改修工事において、想定外の問題が発生したこ

とは、本プロジェクトの実施に多大な影響を及ぼした。水路改修のために調達されたフリ
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ュームの品質に問題があり、設置後に再交換の必要が生じたが、交換フリュームの供給に

予想外の時間を要し、今般調査の時点でもいくつかの水路での交換作業が進行中という状

況であった。施設改修はPO上の活動0、すなわちWCAによる水管理活動の前提条件整備で

あったため、計画されていたプロジェクト活動の実施スケジュールに大幅な遅れをもたら

し、それらの活動が遅滞したことによって当該パイロットWCAにおける成果達成が阻害さ

れた。 

 

（5）外部条件の変化による影響 

2011年は渇水年となったため、配水計画関連の活動に若干の影響があった。プロジェク

トでは研修活動の修正等、計画の微修正により問題に対応した。また、Samarkand Quduq 

WCAでは、既に水管理活動が開始された段階で、プロジェクトによる研修を修了した職員

の大半が辞職し活動の継続性が損なわれた。プロジェクトによる新職員への追加研修と新

職員の努力により、活動が停止することはなかったが、維持管理計画が策定できないなど、

一部の成果達成に影響が及んだ。いずれもプロジェクトの適切な対応により、活動全体に

大きな支障を来すことはなかったが、これらは活動の阻害要因となり得た外部条件の変化

として留意が必要である。 

 

４－１－３ 効率性 

本プロジェクトの運営において、前述の施設改修工事における調達の問題を除き、日本・ウ

ズベキスタン側双方の投入は計画どおりに行われた。以下に記す投入については、量、質とも

に過不足のないものであり、円滑な活動実施・成果達成に貢献するものであったが、施設改修

工事の問題が看過できない阻害要因となったため、プロジェクトの効率性については中程度と

判断された。 

 

（1）専門家の投入 

日本人専門家の投入については、派遣時期、専門分野ともに適切であり、長期・短期専

門家の役割と全体活動計画における位置づけは明確で、プロジェクトの進捗に即した活動

が可能であった。C/Pとの関係も良好であり、専門家はその期待される指導的な役割を十分

に果たした。 

 

（2）機材の投入 

プロジェクト活動に必要な機材は当初計画どおりに供与された。これら供与機材の大半

はいずれも良好な状態で維持管理、有効活用されており、BISM及びISDのC/P並びにパイロ

ットWCA職員は、これらの機材の活用・維持管理に必要なノウハウや技術を習得している。 

 

（3）C/Pの本邦研修 

C/Pの本邦研修の期間・内容は適切なものであった。研修参加者は、これら研修がプロジ

ェクト活動のみならず、将来的なおのおのの業務遂行に際しても有益であると評価してい

る。なお、研修参加者からは、事前に長期専門家と実施機関との間で、研修内容に関する

十分な議論が行われたことが、研修効果と研修員の満足を高めることにつながったと評価
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されている。 

 

（4）ウズベキスタン側投入 

MAWR本省及び各州のBISM及びISDからのC/Pは計画どおりに配置され、プロジェクトの

TOTを受講した研修講師と共にプロジェクトの活動に積極的に参加した。中央政府からはタ

シケントの専門家執務室と電気・水道設備及び付帯施設に加えC/Pの旅費手当、地方政府か

らはパイロットWCA事務所及び付帯施設が提供され、さらに、パイロットWCAの水路改修

に係る追加的な投入がなされたことは円滑なプロジェクト活動運営に貢献するものとして

高く評価できよう。 

 

４－１－４ インパクト 

本調査においては、プロジェクト活動のポジティブな効果、影響が確認され、ネガティブな

効果、影響は特定されなかった。上位目標達成へのインパクトに関しても一定の正の効果が予

想される。 

 

（1）上位目標の達成見込み 

プロジェクトの上位目標はチルチック・アハンガランBISM及び下シルダリアBISM管轄地

域のWCAによる水管理の改善である。前章で論じたとおり、パイロットWCAにおいては配

水改善と組織能力強化により農業生産性が向上したことが確認されており、同様のアプロ

ーチが継続・拡大されれば、上位目標達成に対して一定程度のインパクトを及ぼし得ると

考えられる。しかしながら、上位目標達成のためには、研修モジュールの活用、実際の水

管理活動に対する指導、さらに可能な範囲での資機材供与や施設改修の支援等も含め、域

内WCAに対するプロジェクト成果の広範な普及に向けた関係者の努力が継続されることが

肝要である。 

 

（2）協力実施によるポジティブ・インパクト 

現地調査インタビューで共通して指摘されたのが、パイロットWCAによる配水改善の結

果としての生産増加である。いくつかのWCAでは、過去一度も計画収量を達成できなかっ

た組合員が初めて計画以上の収量を達成した事例も報告された。一部のWCA職員からは塩

害軽減の効果も報告され、生産増加に貢献していることが示唆された。生産増加による農

業収入の増加は、間接的に水利費徴収率の改善にもつながっていると考えられる。また、

WCAの財務状況の改善により、職員に適正な給与が支払われるようになり、彼らの意欲が

高まったこと、組合員への適切なサービスが提供できるようになり、組合員から信頼が高

まり、彼らの活動参加が活発になったことなどが指摘されている。その他、BISMとISDと

の関係がより密接になったこと、地方行政から評価され、支援を得られるようになったこ

となど、間接的にも正のインパクトが確認された。さらに、パイロットWCA職員がフリュ

ームの簡易補修工法を近隣WCAに教えたという報告もあり、今後の波及効果も期待される。 

 

（3）協力実施によるネガティブ・インパクト 

本調査では、特段のネガティブ・インパクトは報告・確認されなかった。 
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４－１－５ 持続性 

本プロジェクトの持続性に関しては、若干の点について留保が認められ、今後の継続的な取

り組みが必要であると考えられるため、持続性の見込みは中程度と判断された。 

 

（1）政策・制度面 

水管理の改善はMAWRの現行政策における最重要課題のひとつであり、現在策定中の新5

カ年計画においても、土壌改良、水資源開発及び節水技術の開発に向けた取り組みは一層

強化されることとなっている。よって、ウズベキスタン国政府の政策的支援の継続性は高

いと判断される。また、BISM及びISDが水管理に果たす役割は制度化されており、BISM－

ISD－WCA間の定期的な連絡調整及び情報チャネルも確立しているため、プロジェクト終了

後もこれらの制度が機能する可能性は高く、政策・制度面での持続性は確保されていると

考えられる。 

 

（2）組織・財政面 

本プロジェクトの活動は、職員の研修講師としての役割を除き、BISM、ISDの既存の組

織体制及び所掌業務の範囲内で実施された。独自予算や他機関との協力により、WCAを対

象とした研修・セミナーも実施されており、実施機関関係者は本プロジェクトで育成した

研修講師の能力に期待しているが、彼らが将来継続的にWCA職員への研修指導に携わるこ

とに関する組織的な裏づけはなく、人数的にもわずか7名の講師が対象地域全体に対応する

ことは困難であると思われる。さらに、BISM及びISDの財政規模には制約があり、研修以

外のWCAへの支援はプロジェクト実施時に比べはるかに小規模なものにとどまると予想さ

れる。これらの要因が実施機関の組織・財政面での持続性に関する留保となっている。 

一方、パイロットWCAにおいては、組織活動が活発化し、財務管理上も改善がみられる

ものの、更なる水利費徴収の強化と、プロジェクト供与機材の将来的な運用が今後の課題

である。パイロットWCAの財務の改善には、プロジェクトが供与した重機（エクスカベー

タ）の活用による収入が少なからぬ貢献をしており、維持管理費用の確保の努力はなされ

ているものの、減価償却までを見込んだ収益処理はなされておらず、一部のWCAにおいて

は会計上の透明性確保に問題がある例も指摘されている。一方で、計画された維持管理計

画が財源不足のため実施できないなど、財務上の脆弱性も散見されるため、持続的に適正

な水管理活動を実施できるよう、水利費徴収の強化と併せてWCAの財務システムについて

も精査していくことが必要であると考えられる。 

 

（3）技術面 

プロジェクトでは、BISM及びISDの職員に対するTOTを行い、特に第二バッチのWCAに

対しては、彼らが主体となってプロジェクトが開発した研修モジュールの指導にあたるよ

う働きかけを行ってきた。しかし、一部の研修講師からは、講義のみならず、WCAによる

水管理活動の実践に対する指導において、彼らの経験は限られており、専門家チームの支

援が必要とされる場面も多いことが報告された。講師としての能力強化に対する支援が必

要であり、今後のプロジェクト活動において、彼らの講師としての指導経験の蓄積、指導

技術の更なる向上に取り組むことが持続性の観点からも必要不可欠である。 
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また、パイロットWCA職員のレベルでは、フリュームの継ぎ目補修工法など単体技術に

ついて、継続実践のみならず他のWCAへの指導にも自信をもつ職員がおり、制度的な組織

運営管理についても経験が蓄積されている。その一方、多くの水管理人（ミローブ）から

は、ブロック単位の配水計画、施設維持管理計画の策定・実施監理に関しては経験が不足

しており、継続的な支援の強い要望が寄せられるなど、技術的な持続性はいまだ十分に確

保されていないと判断される。 

 

４－２ 結 論 

本プロジェクトの妥当性は高く、活動実施による正のインパクトが確認されたが、有効性、効

率性及び持続性については当初想定を下回る結果となった。活動の前提であった施設改修工事の

遅れがプロジェクトの進捗に影響を及ぼしたこと、また、一部の成果の達成度に不足がみられる

ことが明らかとなった。プロジェクト目標の達成指標についても一部が未達成であることから、

協力期間内でのプロジェクト目標の達成見込みには留保が認められた。よって、本プロジェクト

の目標達成のためには、協力期間の延長と追加的投入について検討する必要性が高いと結論する。 
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第５章 提言と教訓 
 

５－１ 提 言 

５－１－１ プロジェクトに対する提言 

（1）プロジェクト目標達成に向けた取り組みの強化 

本調査時点で、プロジェクト目標の達成指標5項目のうち、2項目が未達成であった。残

された課題達成のため、プロジェクトに対し、ウズベキスタン国関係者との密接な連携の

下、以下の活動に注力することを提言する。 

① 改修工事の完了 

現在もいまだ進行中である施設改修工事については、交換されたフリュームの品質

を確認しつつもできる限り早急に完了させることが必要である。なお、長期的な品質

保証の観点から、プロジェクトには、灌漑排水施設建設資材の検査や品質管理に責任

をもつ組織や研究機関との連携を構築し、必要に応じて助言・協力を求めることを提

言する。 

② WCAによる水管理活動、特に配水計画、維持管理計画策定に対する実地指導の強化 

パイロットWCAからは配水計画及び施設維持管理計画の策定・実施管理に関する継

続的な技術支援の要望が寄せられている。今後のプロジェクト活動においては、プロ

ジェクトで育成した研修講師を主体としつつ、座学研修よりもむしろ特に実際の計画

策定、実施段階における実地指導を強化し、WCAの能力強化と併せて研修講師の経験

蓄積を図ることが望まれる。 

③ プロジェクトで育成した研修講師の経験蓄積 

今後のプロジェクト活動においては、研修講義、実地指導の双方の面において、研

修講師の技術的能力を強化することのみならず、彼らの経験を組織的に蓄積・共有し

ていくような働きかけが必要である。プロジェクト終了前に実施機関関係者を招き、

研修講師の経験を共有し、教訓や実践的な留意事項を取りまとめるためのワークショ

ップ等を開催することも一案であり、BISM及びISDによる将来的なプロジェクト成果

の普及にとっても有意義であると考えられる。 

 

（2）圃場水管理技術の展示 

プロジェクト活動を通じ、パイロットWCAでは水管理状況が改善され、水の有効活用の

重要性認識も高まった。パイロットWCAで発現しつつあるこれら水管理改善の効果を更に

推進するため、BISM等で実証が行われている圃場レベルの水管理技術（プラスチックホー

スを用いた圃場節水技術）等を試験的に導入することは有益であると思われる。BISMとの

協力により、展示等の活動を行うことを今後の活動に含めることも検討に値しよう。 

 

（3）BISM及びISDによる成果普及計画策定に対する支援 

地域の他のWCAを対象としたプロジェクトの成果普及は一義的にはBISM及びISDの責任

であるが、より効果的な波及のためには、プロジェクトの経験を反映させた普及計画を策

定することが重要である。したがって、プロジェクトには、BISM及びISDが策定する普及

計画に関して、実施機関の人的、財政的、技術的リソースを勘案しつつ、実践的な留意事
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項に関する指導・助言を行うことが求められる。 

 

（4）WCA間の普及促進 

水管理及び組織運営管理に関するパイロットWCAの能力は強化されており、当該地域で

のモデル事例と認識されている。一例として、ジザクBISMでは、Pastki Buloq WCAで州内

WCAを招いたセミナーを実施し、成果の波及を図っている。優良事例による水管理改善の

成果を普及していくにあたっては、先進事例としてのパイロットWCAから他のWCAへの波

及が効果的であり、シナジー効果を得るうえでも有益であると思われる。よって、今後の

プロジェクト活動においてWCA間の相互訪問、経験共有を促進することを提言する。 

 

５－１－２ 実施機関に対する提言（プロジェクト終了後に実施すべき事項） 

（1）上位目標達成に向けた努力の必要性 

上位目標を達成するためには、プロジェクト終了後に、配水計画・維持管理計画の策定・

実施及び組織運営管理に関する知識・技術を含め、プロジェクトの成果を対象地域内に波

及していくことが必要であり、MAWR、BISM及びISDに対しては、系統立った成果普及の

努力が求められる。独自予算による投入規模にかんがみ、当面は既存のセミナーや研修の

機会においてプロジェクトが開発した研修モジュール・教材の活用を中心とした普及を行

い、施設改修等、大規模な物理的投入を伴う事業が実施される際には、事業対象WCAに対

し、集中的な研修や配水・維持管理計画策定に関する直接的な指導を導入するなど、戦略

的に普及に取り組むことが肝要である。 

 

（2）水管理技術の効果に係る客観的な検証 

プロジェクトの実施を通じ、水管理が改善され、農業生産の増加や塩害軽減効果がもた

らされたことがプロジェクト関係者、パイロットWCA職員等から報告されている。これら

の具体的な効果について、単なる受益者の印象や報告にとどまらず、客観的なデータによ

る検証を行うことは、MAWRが今後、灌漑排水施設開発・改修、水管理改善に係る政策・

事業を検討・立案していくうえで有益であると思われる。 

 

（3）水利施設診断及び施設維持管理技術の開発及び標準化 

WCAによる水利施設の適正な維持管理を今後一層促進していくために、MAWRに対して

は、現地ニーズを踏まえた水利施設の維持補修や資機材に関する技術開発及び施設改修実

施の必要性を判断するための水利施設診断技術の標準化に取り組むことが望まれる。また、

開発した技術の確実性・実用性を確保するために、これらの技術開発過程に研究機関の連

携と、技術のユーザーであるWCA等の参画を組み込むことが肝要であると考えられる。 

 

５－２ 教 訓 

５－２－１ 水利組合の総合的な組織能力の強化 

本プロジェクトはパイロットWCAによる技術的な水管理改善能力の強化を主たる目的とし、

WCA職員を主たる対象として直接的支援を行ってきたが、供与機材の管理等、組織的な透明性

確保に関しては若干のWCAにおいて課題も散見される。長期的な視点からWCAの能力強化を考
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える際、職員の技術的能力向上のみならず、職員を監督する理事会等、組合員の総意としての

意思決定を担う管理責任部門の能力強化は不可欠であり、将来的な水利組合支援においては、

総合的な能力強化にむけた取り組みを行っていくことが重要である。 

 

５－２－２ モデルインフラ建設を含むプロジェクトの計画立案 

本プロジェクトでは、3州に散在する全パイロットWCAにおいて施設改修工事が計画されてお

り、さらに一部のWCAで建設上の問題が発生したことによって、プロジェクト関係者に多大な

時間・労力の負担がもたらされた。モデルインフラ建設を伴うプロジェクトの計画立案に際し

ては、人的布陣にかんがみ、投入規模やサイト数、さらに不測の事態への対応について事前に

慎重に検討することが必要である。 

 

５－２－３ 実施機関地方関係者間のネットワークの強化 

本プロジェクトは、3州を対象とし、MAWR本省のマネジメントに加え、各地のBISM及びISD

に所属するC/Pとの協働により活動を実施してきたが、本省からBISM及びISDにつながる行政的

チャネルを通じた運営管理に加え、各地のBISMとISDとの間に密接なネットワークを構築した

ことにより、各地での活動の円滑化が図られた。地方に複数の活動拠点を有するプロジェクト

の場合、中央の公的な指揮系統に加え、地方の関係者間のネットワークを強化することは、効

率的・効果的な運営管理に資するものである。 

 

５－２－４ 広域協力の重要性 

本プロジェクトでは、建設資材の品質に関する問題に際して、対象国内の技術リソースでは

対応が困難な状況に直面した。一方で、本技術協力を通じ、流量観測など水管理改善を促進す

るうえで有益な技術が紹介され、低コストの簡易水路補修工法なども開発されている。中央ア

ジア・コーカサス地域に共通の社会・制度的背景にかんがみ、近隣国間での技術交流の促進を

図ることは、類似の技術的問題に対する解決に資するものであり、当地域で実施される技術協

力プロジェクトにおいて広域協力を促進していくことは有意義であると思われる。 
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第６章 総 括 
 

 現地調査及び関係者との面談を通じて、以下のような気づきがあったので、後段の具体的な記

述をもって所感を述べることとする。 

・ 水利施設の劣化や水利組合活動の停滞が農業生産の低下に直結している状況にあること 

・ ウズベキスタン側のC/P組織も、この問題を強く認識し、可能な範囲での対応を行っている

が、財政面、技術面で力不足の部分も多く、更に継続的な努力が必要であること 

・ 本件プロジェクトが、上記の悪循環を好循環に転換するためのモデル的な取り組みとして、

一定の成果を上げたこと 

・ 市場経済の未発達と統制経済が残るなか、企業的経営マインドが農業の生産性向上やその

基礎となる灌漑インフラ整備に関する技術分野において十分には機能していないこと 

 

６－１ プロジェクトの特徴 

（1）プロジェクト実施の背景としてのウズベキスタンの灌漑施設の現状 

現地調査を通じて、1970年代の灌漑開発により整備された水利施設が、ソ連邦崩壊によっ

て生じた施設運用及び維持管理体制弱体化の結果、劣化が進行し、特にWCAに運営管理が移

管された末端レベルの用水施設において危機的状態が続いている状況を確認した。なお、農

業経営上の借金を抱え、水利費支払いが滞るなかで、経営力の劣るフェルメルが、比較的力

のあるフェルメルに経営を移譲させられる事例も多く、WCAが管理する末端レベルの水路の

改修を農民の負担だけで進めることは非現実的で、たとえ国家による幹線水路の改修整備が

進んだとしても、末端水路改修に対する公的な支援がなければ、ウズベキスタンの農業生産

力は著しく低下するものと思料する。 

 

（2）プロジェクトの投入内容とその妥当性 

このような状況において、水利組合の組織及び技術面での能力強化だけでは、現在生じて

いる非効率的な水利用からの脱却は容易ではなく、ウズベキスタン側C/P機関が本プロジェク

トの実施において、ハード整備をセットで実施することを強く求め、プロジェクトが、これ

をWCAの能力強化活動の実施の前提条件と判断したことが妥当であったと思料する。 

プロジェクトでは灌漑用水路の改修及び本格的な維持管理実施のための機材（エクスカベ

ータ）供与を行い、物理的な水利改善と農業生産の増大の効果を上げている。また、WCAに

供与した機材はWCAにその運用収益をもたらしており、WCAの職員への給与支払いが可能と

なり、施設の維持補修にも充てられ、フェルメルへの水供給サービスの質の向上がフェルメ

ルからの水利費徴収率の向上につながり、農業生産力向上の好循環が始まっている。 
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図６－１ プロジェクトの投入効果による循環 

 

（3）灌漑改善の効果 

モデル地域におけるプロジェクトのアウトカムとして、以下のような効果が発生している

（定量的評価がなされれば、有償資金協力事業の実施妥当性の判断に活用可能）。 

＜ハード対策＋配水管理改善の効果＞ 

・ 用水路のしゅんせつによる許可水量の範囲内での用水路通水量の増加及び（天井）水

路の装工による漏水削減による下流部への用水の到達 

→ 灌漑面積の拡大、水管理の容易化 → 農業生産の増大 

→ 塩害対策としての除塩用水の利用の促進 → 農業生産の増大 

→ 塩分を含む排水の再利用の問題点（水質的な検証が必要）→ 農業生産の持続性

の増大 

・ フリューム水路接合部の補修工法の開発 

→ 確実で耐性のある工法での補修の実施によって、頻繁な補修が不要となり、限ら

れたWCA維持補修人員のなかでの漏水対策の実施が促進され、漏水削減が実現 

なお、本プロジェクトのモデル地域での取り組みは、ソフト的な配水管理改善単独の支援

を行っていないため、配水計画策定とその実践による効果をハード整備の効果と切り離して

推定することは不可能である。 

 

６－２ プロジェクト実施におけるC/P組織の主体性 

研修モジュール1～3の部分のTOT及びWCA組織強化に関する研修実施については、「研修実施は

C/P機関が主体性をもって取り組むべき」との視点から、これらの活動にローカルコンサルタント

をインストラクターとして活用したプロジェクトの運営及びC/P組織の主体性に関する評価は、中

間評価時点では必ずしも高くなかったが、ローカルコンサルタントの活用の実態を把握し、以下

のとおり、この対応は妥当であったと思料する。 

WCA組織の適正運営能力向上 WCA財政の健全管理運営能力向上 

WCAの適正配水管理、維持管理能力向上

傘下フェルメルの参加・協力の強化

給与支給による技術系職員の定着と

維持管理の取り組みの強化 

配水管理及び施設維持管理に関する

質の高いサービスの提供 

・機材供与 

・施設改修 

・補修技術開発

水利費納入、サービス対価収入

取水ルール厳守 

理事会の権限強化 
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（1）プロジェクトが意図したローカルコンサルタントの役割 

プロジェクトの活動は2つのバッチに分けて人材育成に取り組んできたが、各バッチの初期

段階においてローカルコンサルタントの果たす役割は以下のとおり、大きなものがあった。 

・ 本プロジェクトでは、WCA組織強化に関して、①組織運営の適正化、②財政の健全化、

③水管理の適正化、④水利施設維持管理の適正化、の4つの観点からの能力向上に取り

組んできた。 

・ このうち、①及び②については、③及び④の確実性及び持続可能性を確保するための

前提条件であるが、そもそもC/P組織であるBISM及びISDには、これらについて、WCA

を指導する責務や専門性がないことが明らかとなった。 

・ プロジェクトを進めるには、行政組織内でこの役割を担う部局を特定し、実施体制に

組み込む必要があるが、実際にはプロジェクト開始後にそのような枠組みの変更を行

うことは困難であり、効率的なプロジェクトの実施のためには外部の人的資源を活用

する方法しか残されていなかった。 

 

（2）ローカルコンサルタントによるTOT及びWCAに対する研修実施の進め方 

・ コンサルタントとの契約は3カ月契約の更新の形をとっており、コンサルタントにTOR

（Terms of Reference）に基づいて契約期間の活動計画を提案させ、その内容についてプ

ロジェクト（専門家及びC/P）とコンサルタントが協議を行って、実施計画を決定 

・ コンサルタントはBISM及びISDの主体的参加を得て活動実施 

・ 活動結果をBISM及びISDとのすり合わせを行いながら報告書に取りまとめ、プロジェ

クトに提出 

 

以上のとおり、ローカルコンサルタントの活用は、同分野においてBISM及びISDがある程度の

経験を積むまでのためのインストラクターの役割を担うものであったが、中間評価時には、BISM

及びISDのトレーナーが、研修実施に必要な経験を踏む前の段階であったため、C/P組織の主体性

の発揮は困難なものだったと推測される。なお、現時点でも、その経験の不足はC/P自身が認識し

ており、プロジェクト終了に向けて、実践による更なる経験の積み重ねが必要と思料する。 

一方、配水管理に関するISDのWCAへの指導については、WCAの活性化に関するBISM及びISD

に対する指示文書（大臣通達）が発出されており、本プロジェクト以外でもBISM及びISDが、セ

ミナーの開催等を通じて、本来業務としてWCAの強化のため指導に取り組んでいるとの情報を得

た。2011年の渇水では、ISDとWCAとの連携により、その困難を乗り越えたとの関係者からの報告

もあり、水管理の現場での実践を通じたISDとWCAとの関係強化が図られた場面であったと思料す

る。 

 

６－３ プロジェクト終了に向けた留意事項 

（1）フリュームの品質問題 

評価書に記載したとおり、フリューム改修は、本プロジェクトの成果を左右する問題であ

り、一日も早く工事が完遂する必要があるが、現地調査で更新後に低品質を指摘され交換し

たフリュームにも小さなヘアクラックが見られるなど、現在、対応済みとされているフリュ

ームについても品質的な保証を確定できない状況にある。 
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1）契約上の処理 

工事成果品の受け取りに際して、科学的根拠に基づく検査基準について、試験・研究機関

の指導を得て、適正な完了検査の実施と万一の場合の瑕疵の判断が必要である。 

 

2）今後、問題が生じた場合の対応措置について 

本プロジェクト終了までに1回の越冬期間があり、現在設置されているフリューム水路の

この間の凍結融解の影響を確認し、必要な対応をとる必要がある。また、将来的な構造物の

安定性に懸念が生じる場合の対応について、あらかじめ、MAWR、フリューム製造業者、施

工請負者、JICA（及びWCA）間の取極めが必要である。 

 

3）将来に向けた品質向上、技術開発の問題 

本プロジェクトの枠外の話として、MAWR、試験研究機関、フリューム製造業者が協働し

た一定品質のフリューム資材の研究開発（診断法を含む）が望まれる。 

 

（2）供与機材問題 

1）調達手続き 

今回の機材調達は、JICAの調達関連規定に則して適正に実施された。しかし、現在、WCA

から故障事例が複数報告されており、それらの故障がWCAの運転、維持管理に起因するもの

かどうかの検証は必要であるが、納入後2年足らずの間に使用できなくなる機材が発生する

事態も懸念されており、今後、他のプロジェクト等での機材調達の基準の再検討が必要と思

料する。 

 

2）供与先に対するMAWRの対応の検討 

本プロジェクトにおける機材供与は、プロジェクト目的に直接的にリンクするものではな

いため、供与先における供与機材の維持管理に関する技術支援は活動の対象となっていない。

このため、プロジェクトとしては、故障発生に対して支援的な措置を講じることはできない。 

一方、供与機材は、供与を受けたWCAにとって重要な財源となっており、活性化された

WCAの活動を持続的なものとするため、C/P機関のWCAに対する指導または支援が望まれる。 

 

６－４ ウズベキスタンにおける灌漑分野での今後の協力プログラム（プロジェクトの方向性） 

６－１で述べたとおり、ウズベキスタンに対する今後の灌漑分野での協力は、灌漑インフラの

改修を伴うものでなければ、その効果は限定的なものになるものと思料する。 

協力プログラムの構想としては、以下のようなものが考えられる。 

 

（1）技術協力プロジェクト次期フェーズ（本技プロの成果普及、WCA地域及び広域連携、末端

灌漑インフラ整備F/S） 

F/S（Feasibility Study：実行可能性調査）実施にあたっては、老朽化した水利施設の機能診

断実施による優先度判断技術の開発が必要である。開発した方法論に従って、本プロジェク

トが取り組んだISDの指導の下でのWCAの水管理人による水利施設台帳（インベントリ）作成

の成果を活用し、事業計画を策定することが考えられる。    
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（2）小規模灌漑施設整備に関する協調融資、有償支援技プロ 

国が管理する幹線水路については、現在、世界銀行やADBの融資により施設更新が進めら

れているが、世界銀行及びADBは、WCAが管理する末端水路の改修についても融資の検討を

行っており、これらと連携して支援を行うことを考慮することが望ましい。 

 

（3）ツーステップローンによる機材調達融資 

ISD等に対する水利施設維持管理用機材調達融資が考えられる。６－３（2）のとおり、WCA

が維持管理用の重機を保有し自ら運用、維持管理することは、技術面及び経済面でかなりの

リスクを伴うため、ISDまたはWCAの連合体がこれを保有し、運用、維持管理はISDが行うこ

とが有効と思われ、このためのメカニズムの整備が必要。 

 

（4）維持管理用機材のメンテナンス等技術指導ボランティア 

（3）を適正に運用するための運転、維持管理に関する技術指導を行うもの。 

 

（5）民間投資 

コンクリートフリューム等の灌漑用資材の今後の需要は極めて大きく、また、厳しい気象

条件下において、生産における高い品質管理能力が求められ、標準規格の策定を含めて、わ

が国の民間企業の本分野への参入が期待される。 

 

（6）中央アジア地域広域研究連携協力 

旧ソ連邦体制下にあった社会経済及び自然等類似の条件下にある近隣の国々が水資源管理

分野で共通して抱える開発課題に連携して取り組む枠組みとして、 ICWC（ Interstate 

Commission for Water Coordination of Central Asia）があり、このような取り組みとの研究・技

術開発におけるパートナーシップの構築が期待される。 

 

（参考）WCAの財政的持続可能性確保のためのウズベキスタン政府の対応 

・ WCAの水利費徴収率をモニターするためのISDでの部署設置 

・ WCAの職員給与支払い支援の財源確保措置 

 自然災害等によって綿花栽培フェルメルの収入減がWCAの水利費徴収に影響を及ぼし、WCAに

よる水管理作業、ひいては綿花生産に悪影響を及ぼすという悪循環を断つため、2010、2011年に

は政府（内閣）から綿花関連（綿花の輸送及び加工）企業に対してWCAの職員給与支払い支援の

指令がなされた。 
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WCA運営関連情報 



付 属 資 料 

 

１．調査日程 

 

２．主要面談者リスト 

 

３．プロジェクト概念図 

 

４．プロジェクト実施体制図 

 

５．評価グリッド 

 

６．PDM 

 

７．プロジェクト活動実績表及び活動計画表（PO）  

 

８．協議議事録（M/M）及び合同評価報告書（英文、ロシア語文） 

 





































































































































































































 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


	表紙
	序文
	目次
	プロジェクト対象地域位置図
	写真
	略語一覧
	評価調査結果要約表（終了時評価）
	第１章 終了時評価調査の概要
	１－１ 調査団派遣の経緯と目的
	１－２ 調査団の構成と調査日程
	１－３ プロジェクトの概要

	第２章 終了時評価調査の方法
	２－１ 主な調査項目
	２－２ データ収集・分析方法
	２－３ 評価調査の制約・限界

	第３章 プロジェクトの実績及び実施プロセス
	３－１ 投入実績
	３－２ 成果達成状況
	３－３ プロジェクト目標達成状況
	３－４ 上位目標達成の見込み
	３－５ 実施プロセスにおける特記事項
	３－６ 中間レビュー調査時の提言への対応
	３－７ 水利組合（WCA）強化に係る特記事項

	第４章 評価調査結果
	４－１ 評価5項目による評価結果
	４－２ 結 論

	第５章 提言と教訓
	５－１ 提 言
	５－２ 教 訓

	第６章 総括
	６－１ プロジェクトの特徴
	６－２ プロジェクト実施におけるC/P組織の主体性
	６－３ プロジェクト終了に向けた留意事項
	６－４ ウズベキスタンにおける灌漑分野での今後の協力プログラム（プロジェクトの方向性）

	付属資料
	１．調査日程
	２．主要面談者リスト
	３．プロジェクト概念図
	４．プロジェクト実施体制図
	５．評価グリッド
	６．PDM
	７．プロジェクト活動実績表及び活動計画表（PO）
	８．協議議事録（M/M）及び合同評価報告書（英文、ロシア語文）




